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第 6回日本デジタル歯科学会学術大会

抄録集

メインテーマ

『デジタルデンティストリー -Now and Then-』

　　後援　公益社団法人日本歯科医師会，日本歯科医学会，一般社団法人日本歯学系学会協議会
　　　　　公益社団法人日本補綴歯科学会，公益社団法人日本口腔インプラント学会
　　　　　公益社団法人日本矯正歯科学会，一般社団法人日本歯科審美学会
　　　　　特定非営利活動法人日本歯科放射線学会，公益社団法人日本歯科技工士会
　　　　　一般社団法人日本歯科技工学会，全国歯科技工士教育協議会
　　　　　一般社団法人福岡県歯科医師会，一般社団法人福岡市歯科医師会
　　　　　一般社団法人福岡県歯科技工士会，福岡歯科大学，福岡歯科大学同窓会

　　共催　第１回九州オールセラミックを語る会

平成 27 年 4 月 25 日（土），26 日（日）

福岡国際会議場

　　　　　　　大　会　長：佐藤博信（福岡歯科大学 教授 咬合修復学講座冠橋義歯学分野）
　　　　　　　実行委員長：松浦尚志（福岡歯科大学 准教授 咬合修復学講座冠橋義歯学分野）
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平成 27 年度（福岡）
第 6回日本デジタル歯科学会学術大会

（併催）第 1回九州オールセラミックを語る会プログラム

開催日時：平成 27 年４月 25 日（土）13：00 ～ 18：20　　カクテルパーティー 18：30 ～ 19：40
　　　　　平成 27 年４月 26 日（日）　8：20 ～ 16：30
開催場所：福岡国際会議場
　　　　　〒 812-0032 福岡市博多区石城町 2－ 1

　４月 25 日（土）
 10：00 ～ 11：00 理事会 第２会場（５階 502・503）
 11：00 ～ 12：00 評議員会 第２会場（５階 502・503）
 10：00 ～ 受付 ５階ロビー
 11：00 ～ 12：20 ポスター発表掲示 第 4／ 5会場（４階 411・412 ／ 413・414）
 12：20 ～ 13：00 総会・開会式 第１会場（5階 501）
 13：00 ～ 13：30 大会長講演 第１会場（5階 501）
 13：30 ～ 14：00 企画講演１ 第１会場（5階 501）
 13：40 ～ 14：20 一般口演１ 第３会場（4階 409・410）
 14：00 ～ 14：30 企画講演２ 第１会場（5階 501）
 14：25 ～ 15：05 一般口演２ 第３会場（4階 409・410）
 14：30 ～ 15：00 企画講演３ 第１会場（5階 501）
 15：00 ～ 15：30 企画講演４ 第１会場（5階 501）
 15：10 ～ 15：50 一般口演３ 第３会場（4階 409・410）
 15：30 ～ 16：00 企画講演５ 第１会場（5階 501）
 16：00 ～ 16：30 企画講演６ 第１会場（5階 501）
 16：40 ～ 17：50 海外招待講演１ 第１会場（5階 501）
 17：50 ～ 18：20 ポスター討論 第 4／ 5会場（４階 411･412 ／ 413･414）
 18：30 ～ 19：40 カクテルパーティー 第２会場（５階 502・503）および５階ロビー
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　４月 26 日（日）
 8：20 ～ 8：50 モーニングセッション 第２会場（５階 502・503）
 9：00 ～ 9：45 海外招待講演２ 第１会場（５階 501）
 9：00 ～ 9：10 第 1回九州オールセラミックを語る会　開会式
   第３会場（４階 409・410）
 9：10 ～ 10：20 海外招待講演５ 第３会場（４階 409・410）
 9：45 ～ 10：30 海外招待講演３ 第１会場（５階 501）
 10：40 ～ 11：50 海外招待講演４ 第１会場（５階 501）
 10：40 ～ 11：40 教育講演１ 第３会場（４階 409・410）
 12：00 ～ 12：50 ランチョンセミナー１ 第１会場（５階 501）
  ランチョンセミナー２ 第３会場（４階 409・410）
  ランチョンセミナー３ 第６会場（４階 401・402・403）
  ランチョンセミナー４ 第７会場（４階 404・405・406）
 13：00 ～ 15：10 シンポジウム１ 第１会場（５階 501）
 13：00 ～ 14：00 教育講演２ 第３会場（４階 409・410）
 14：00 ～ 15：00 教育講演３ 第３会場（４階 409・410）
 15：10 ～ 16：10 教育講演４ 第３会場（４階 409・410）
 15：20 ～ 16：30 シンポジウム２ 第１会場（５階 501）
 16：10 ～ 16：30 ディスカッション 第３会場（４階 409・410）
 16：30 ～ 16：40 閉会式 第１会場（５階 501）

 大　会　長：佐藤博信（福岡歯科大学咬合修復学講座冠橋義歯学分野）
 実行委員長：松浦尚志（福岡歯科大学咬合修復学講座冠橋義歯学分野）
 連　絡　先：福岡歯科大学咬合修復学講座冠橋義歯学分野
 　　　　　　第６回日本デジタル歯科学会学術大会事務局
 　　　　　　　　〒 814-0193　福岡市早良区田村 2－ 15 － 1
 　　　　　　　　TEL ：092 － 801 － 0411
 学会ホームページ：http：//www.jadd6.org/
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【１日目　４月 25 日（土）】

 第１会場（501）

【デジタル歯科学会】
 10：00 ～ 11：00 日本デジタル歯科学会　理事会　　第２会場（５階 502・503）
 11：00 ～ 12：00 日本デジタル歯科学会　評議員会　第２会場（５階 502・503）

 12：20 ～ 13：00　日本デジタル歯科学会　総会

 13：00 ～ 13：30　大会長講演 座長　末瀬一彦
   　　　（日本デジタル歯科学会会長　大阪歯科大学歯科審美学室）
  「デジタル口腔医療の歴史，現在と未来」
   　　　佐藤博信
   　　　（福岡歯科大学咬合修復学講座冠橋義歯学分野）
 
【デジタル歯科学会】【九州オールセラミックを語る会】共催
 13：30 ～ 14：00　企画講演１ 座長　髙橋　裕
   　　　（福岡歯科大学咬合修復学講座有床義歯学分野）
  「CAD/CAM in dentistry – perspectives and limits of a not only digital workflow」
   　　　Frank Rothbrust
   　　　（R&D, Ivoclar Vivadent AG, Liechtenstein）

 14：00 ～ 14：30　企画講演２ 座長　草間幸夫
   　　　（医療法人 　研整会　西新宿歯科クリニック）
  「光学印象の現状との未来１」
   　　　北道敏行（北道歯科医院）

 14：30 ～ 15：00　企画講演３ 座長　坂　清子（クラレノリタケデンタル株式会社）
  「Changing impression taking with TRIOS」
   Morten Ryde Holm-Hansen
   　　　（3Shape A/S Technical Product Manager）

 15：00 ～ 15：30　企画講演４ 座長　三浦宏之
   　　　（ 東京医科歯科大学 歯学部 口腔機能再構築学講座摂

食機能保存学分野）
  「Update on True Definition Intra Oral Scanner」
   　　　Young Chul Kwon
   　　　（ Japan India BDM /APAC professional Services 

Manager, 3M ESPE）
 15：30 ～ 16：00　企画講演５ 座長　齋木好太朗（ラボラトリー・オブ・プリンシピア）
  「Advanced Technology of Trophy Solutions」
   　　　Kyung-Do Ryu
   　　　（ CAD/CAM Product Specialist, Carestream Dental, 

Carestream Health Korea Ltd.）
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 16：00 ～ 16：30　企画講演６ 座長　疋田一洋
   　　　（ 北海道医療大学歯学部口腔機能修復・再建学系　

高度先進補綴学分野）
  「インプラント補綴からマウスピース矯正まで幅広く対応する口腔内スキャナー iTero」
   　　　デニス須藤（大信貿易株式会社）

【デジタル歯科学会】【九州オールセラミックを語る会】共催
 16：40 ～ 17：50　海外招待講演１　　　　　　　座長　宮﨑　隆
   　　　（昭和大学歯学部歯科保存学講座 歯科理工学部門）
  「Digital intraoral impressions – where do we stand?」
   　　　Jörg Rudolf Strub
   　　　（Albert-Ludwigs-University Freiburg, Germany）

 第 2 会場（502・503）

【デジタル歯科学会】
 10：00 ～ 11：00　日本デジタル歯科学会　理事会
 11：00 ～ 12：00　日本デジタル歯科学会　評議員会

【デジタル歯科学会】【九州オールセラミックを語る会】共催
 13：00 ～ 16：00　第 1会場サテライト
 18：30 ～ 19：40　カクテルパーティー

 第 3 会場（409・410）

【デジタル歯科学会】
 13：40 ～ 14：20　一般口演１ 座長　中村隆志
   　　　（大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能再建学講座）
O-1　コンピュータ支援設計が外科用ガイドプレートの形状に及ぼす影響
  ○一志恒太 1），谷口祐介 2），加倉加恵 2），城戸寛史 2），佐藤博信 3）

  1）福岡歯科大学医科歯科総合病院中央技工室
  2）福岡歯科大学咬合修復学講座口腔インプラント学分野
  ３）福岡歯科大学咬合修復学講座冠橋義歯学分野
  The effect of Computer Aided Design for a form of Surgical Guide Plate.
  Isshi K1），Taniguchi Y2），Kakura K2），Kido H2），Sato H3）

  1）Fukuoka Dental College Medical&Dental General Hospital Central Dental Laboratory
  2） Department of Oral Rehabilitation oral Implantorogy, Section of Oral implantology, Fukuoka 

Dental College
  ３） Department of Oral Rehabilitation, Section of Fixed Prosthodontics, Fukuoka Dental 

College

O-2　デジタル技術を応用したセットアップモデルの作成
  ○西山貴浩，竹中　進，貞松寛観，山口　敦，熊澤洋一，荘村泰治，樋口鎮央，
  　和田主実
  和田精密歯研株式会社
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  New digital simulation for set up model
  Nishiyama T，Takenaka S，Sadamatsu H，Yamaguchi A，Kumazawa Y，Sohmura T，
  Higuchi S，Wada O
  Wada Precision Dental Laboratories CO., LTD.

O-3　透過法を用いた咬合接触定量化システムの開発
  ○木原琢也 1），井川知子 2），平井真也 2），田地　豪 1），小川　匠 2），二川浩樹 1）

  1）広島大学大学院医歯薬保健学研究院統合健康科学部門口腔生物工学分野 ,
  2）鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座
  Development of the quantification system for occlusal contacts via transillumination method
  Kihara T1），Ikawa T2），Hirai S2），Taji T1），Ogawa T2），Nikawa H1）

  1） Department of Oral Biology and Engineering Integrated Health Sciences, Institute of 
Biomedical and Health Sciences, Hiroshima University

  2）Department of Fixed Prosthodontics, School of Dental Medicine, Tsurumi University

O-4　顎運動のデジタルデータと CAD/CAMシステムを用いて設計した機能的歯冠形態の検討
  ○原田　亮 1），足立　充 1），尾関　創 1），池田大恵 1），服部豪之 1），土屋淳弘 1），
  　山原　覚 1），佐久間重光 1），阿部俊之 1），橋本和佳 1），藤本隆広 2），伊藤　裕 1），
  　服部正巳 3）

  1）愛知学院大学歯学部冠・橋義歯学講座
  2）カボデンタルシステムズジャパン株式会社，
  3）愛知学院大学歯学部高齢者歯科学講座
   Consider of Functional Crowns Using Dental CAD/CAM System and Digitalized Mandibular 

Movement
  ○ Harata R1），Adachi M1），Ozeki H1），Ikeda H1），Hattori H1），Tsuchiya A1），
  　Yamahara S1），Sakuma S11），Abe T1），Hashimoto K1），Fujimoto T2），Ito Y1），
  　Hattori M3）

  1）Department of Fixed Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi Gakuin University
  2）KaVo Dental Systems Japan Co., Ltd.
  3）Department of Gerodontology, School of Dentistry, Aichi Gakuin University

　14：25 ～ 15：05　一般口演２ 座長　志賀　博
   　　　（日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第１講座）
O-5　従来法および CAD/CAM技術を用いて作製した e.maxクラウンの適合性の検討
  ○三輪　敦，郡英　寛，築山能大，桑鶴利香，古谷野潔
  九州大学歯学府歯学研究院口腔機能修復学講座インプラント・義歯補綴学分野
   Comparative study of the accuracy of e.max crown fabricated by traditional and CAD/CAM 

technology
  Miwa A，Kori H，Tsukiyama Y，Kuwatsuru R，Koyano K
   Section of Implant and Rehabilitative Dentistry, Division of Oral Rehabilitation, Faculty of 

Dental Science, Kyushu University, Fukuoka, Japan

O-6　口腔内スキャナーを用いた印象精度テスト 
  ○首藤謙介 1），大塚英哲 2）

  1）デンタルサポート株式会社 デンタルスタジオ
  2）寒竹歯科医院 
  Impression accuracy test using the intraoral scanner 
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  Shutou K1），Ohtsuka H2）

  1）Dentalsupport Co.,Ltd, 
  2）Kantake Dental clinic

O-7　照明環境が CCDスキャンタイプ光学式スキャナーの計測精度に及ぼす影響
  ○小澤大輔 1，2），高木一世 2），鈴木恭典 1），大久保力廣 1）

  1）鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座
  2）タカギデンタルクリニックグループ
  Influence of lighting environment during CCD scan optical scanner accuracy
  Ozawa D1，2），Takagi I2），Suzuki Y1），Ohkubo C1）

  1）Department of Removable Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine 
  2）Takagi Dental Clinic Group

O-8　口腔内スキャナーを用いたマウスガード製作に関する検討
  ○深澤翔太，大平千之，味岡　均，齊藤裕美子，近藤尚知
  岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座
  Fabrication of mouthguard using optical impression system
  Fukazawa S，Odaira C，Ajioka H，Saito Y，Kondo H
   Department of Prosthodontics and Oral Implantology，School of Dentistry，Iwate Medical 

University

 15：10 ～ 15：50　一般口演３ 座長　松浦賢治（ケン・デンタリックス株式会社）
O-9　CAD/CAM冠に関する臨床的調査　第一報　再製率について
  ○竹内慶子 1），阿部俊之 1），橋本和佳 1），佐久間重光 1），足立　充 1），山原　覚 1），
  　尾関　創 1），池田大恵 1），服部豪之 1），原田　亮 1），土屋淳弘 1），下田夏希 1），
  　伊藤　裕 1），服部正巳 2）

  1）愛知学院大学　歯学部　冠・橋義歯学講座
  2）愛知学院大学　歯学部　高齢者歯科学講座
  Clinical research of CAD/CAM crowns
  Takeuchi K1），Abe T1），Hashimoto K1），Sakuma S1），Adachi M1），Yamahara S1），
  Ozeki H11），Ikeda H11），Hattori H1），Harata R1），Tsuchiya A1），Shimoda N1），
  Ito Y1），Hattori M2）

  1）Department of Fixed Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi-Gakuin University
  2）Department of Gerodontology, School of Dentistry, Aichi-Gakuin University

O-10　インターディシプリナリーアプローチを可能にするデジタルソリューションの展開
  ○杉元敬弘 1），椹木良平 2），西山貴浩 3），樋口鎮央 3），荘村泰治 3）

  1）医療法人幸加会　スギモト歯科医院
  2）ESデンタルラボラトリー
  3）和田精密歯研株式会社
   Current image technology：how can we exploit it to the maximum in treatment plans based on 

digital solutions?
  Sugimoto N1），Sawaragi R2），Nishiyama T3），Higuchi S3），Sohmura T3）

  1）Sugimoto dental clinic
  2）E.S.Dental Laboratory Inc.,
  3）Wada Precision Dental Laboratories CO., LTD.
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O-11　光学印象を応用した Computerized Digital Evaluation Systemによる支台歯形成の評価
  ○玉田泰嗣，田邉憲昌，金村清孝，小熊ひろみ，齋藤裕美子，武部　純，近藤尚知
  岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座
   Objective assessment of tooth preparation by Computerized Digital Evaluation System utilizing 

optical impression 
  Tamada Y，Tanabe N，Kanemura K，Oguma H，Saito Y，Takebe J，Kondo H
   Department of Prosthodontics and Oral Implantology, School of Dentistry, Iwate Medical 

University

O-12　光学式印象型 CAD/CAM製作セラミックインレーの 9年経過観察
  ○小池軍平
  小池歯科医院
  9years Follow-up optical impression CAD/CAM made ceramic inlays
  Koike G
  小池歯科医院
  Koike Dental Clinic

 16：00 ～ 17：50　第１会場サテライト

 第４会場（411・412），第５会場（413・414）

【デジタル歯科学会】【九州オールセラミックを語る会】共催
 13：00 ～ 18：20　ポスター掲示，企業展示
 17：50 ～ 18：20　ポスター討論
P-1 患者立脚型アウトカムを用いたジルコニア床義歯の臨床評価
  ○西山弘崇 1），塚崎弘明 1），田中晋平 1），樋口大輔 1），小林茉莉 1），舘　慶太 1），
  浦野慎二郎 1），久松　賢 1），武川佳世 1），根本怜奈 2，三浦宏之 2），馬場一美 1）

  1）昭和大学歯学部歯科補綴学講座
  2）東京医科歯科大学　摂食機能保存学分野
  Clinical evaluation of Nano-Zirconia denture by patient-based outcomes.
  Nishiyama H1），Tsukasaki H1），Tanaka S1），Higuchi D1），Kobayashi M1），Tachi K1），
  Urano S1），Hisamatsu S1），Mukawa K1），Nemoto R2），Miura H2），Baba K1）

  1）Department of Prosthodontics, Showa University School of Dentistry
  2）Fixed Prosthodontics, Tokyo Medical and Dental University

P-2　S-WAVE CAD/CAMシステムの加工精度について
  ○松井則裕，井上智之
  株式会社松風　研究開発部
  Processing accuracy of S-WAVE CAD / CAM system 
  Matsui N, Inoue T 
  SHOFU INC. Research and Development

P-3　デジタル・デンチャー・データバンク構想　第２報
 　－スキャナーの違いによる精度比較－
  ○中里文香，小林琢也，安藝紗織，原総一朗，米澤　悠，野村太郎，近藤尚知
  岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座



Vol.5, No.1, 2015

The Journal of the Japan Academy of Digital Dentistry Vol.5 No.1

−　　−129

   The attempt of establishing the ‘digital denture bank’concept using CAD/CAM technology　
(second report)

  － Comparing the scan accuracy between oral scanner and desktop scanner－
  Nakasato A，Takuya K, Aki S，Hara S，Yonezawa Y，Nomura T，Kondo H
   Department of Prosthodontics and Oral Implantology School of Dentistry, Iwate Medical 

University

P-4 新規保険導入されたハイブリッドレジンとコア用レジンとの接着強さ　
 　－第３報－　各種接着性レジンセメントによる剪断強さ
  ○服部豪之 1），阿部俊之 1），橋本和佳 1），佐久間重光 1），尾関　創 1），土屋淳弘 1），
  足立　充 1），原田　亮 1），山原　覚 1），池田大恵 1），伊藤　裕 1），服部正巳 2）

  1）愛知学院大学　歯学部　冠・橋義歯学講座
  2）愛知学院大学　歯学部　高齢者歯科学講座
  Study of Bond Strength of Hybrid-resins for CAD/CAM Crowns in NHI 
  –Part3- Shear bond strength using dental adhesive resin cement
  Hattori H1），Abe T1），Hashimoto K1），Sakuma S1），Ozeki H1），Tsuchiya A1），Adachi M1），
  Harata R1），Yamahara S1），Ikeda H1），Ito Y11），Hattori M2）

  1）Department of Fixed Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi-Gakuin University
  2）Department of Gerodontology, School of Dentistry, Aichi-Gakuin University

P-5　CAD/CAM用レジンブロックに対するレジンセメントの接着に関する研究
 　第一報：種々の表面処理法の影響について
  ○友田篤臣，中野健二郎，鈴木　侑，岸本崇史，八谷文貴，冨士谷盛興，千田　彰
  愛知学院大学保存修復学講座
  Bonding performance of the resin cement to various CAD/CAM Composite resin blocks.
  Part 1：Effects of various surface pretreatments
  Tomoda S，Nakano K，Suzuki Y，Kishimoto T，Yatagai F，Fujitani M，Senda A
  Department of Operative Dentistry, School of Dentistry, Aichi Gakuin University

P-6　CAD/CAM冠マージン部の適合について
  ○阿部俊之 1），服部豪之 1），橋本和佳 1），佐久間重光 1），原田　亮 1），尾関　創 1），
  　土屋淳弘 1），足立　充 1），山原　覚 1），池田大恵 1），伊藤　裕 1），服部正巳 2）

  1）愛知学院大学　歯学部　冠・橋義歯学講座
  2）愛知学院大学　歯学部　高齢者歯科学講座
  Fitness of CAD/CAM Crowns between Crown margin and abutment tooth margin
  Abe T1），Hattori H1），Hashimoto K1），Sakuma S1），Harata R1），Ozeki H1），Tsuchiya A1），
  Adachi M1），Yamahara S1），Ikeda H1），Ito Y1），Hattori M2）

  1）Department of Fixed Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi-Gakuin University 
  2）Department of Gerodontology, School of Dentistry, Aichi-Gakuin University

P-7　Rapid Prototyping Technologyを応用した模型歯の試作
  ○竹市卓郎 1），大野公稔 1），加藤彰子 2），原田　崇 3），永井真渡 4），永森　融 5），
  　原田　亮 1），竹内慶子 1），荒木厚詞 1），服部正巳 6）

  1）愛知学院大学歯学部冠・橋義歯学講座
  2）口腔解剖学講座
  3）マルチメディアセンター
  4）シロナデンタルシステムズ
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  5）ローランドディー．ジー．
  6）高齢者歯科学講座
  Trial Manufacture of Training Model Teeth by Application of Rapid Prototyping Technology
  Takeichi T1），Ohno K1），Kato A2），Harada T3），Nagai M4），Nagamori T5），Harata R1），
  Takeuchi K1），Araki A1），Hattori M6）

  1）Department of Fixed Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi Gakuin University
  2）Oral Anatomy
  3）Multi Media Center
  4）Sirona Dental Systems
  5）Roland DG
  6）Gerodontology

P-8　3 次元電子ビーム積層造型法（EBM)で作製した上顎無歯顎チタン床の適合精度の検討
  ○上野温子 1），朝倉正紀 2），後藤正志 1），河合逹志 2），服部正巳 1）

  1）愛知学院大学歯学部高齢者歯科学講座
  2）愛知学院大学歯学部歯科理工学講座
   Accuracy of titanium complete denture base plate fabricated by powder-based electron beam 

additive manufacturing  
  Ueno A1），Asakura M2），Goto M1），Kawai T2），Hattori M1）

  1）Department of Gerodontology, School of Dentistry,Aichi gakuin University
  2）Department of Dental Materials Science, School of dentistry,Aichi gakuin University

P-9　神奈川歯科大学附属病院におけるセラミック修復の現状
  ○熊坂知就 1），荒井佑輔 1），星　憲幸 1），大橋　桂 2），二瓶智太郎 2），木本克彦 1）

  神奈川歯科大学大学院　歯学研究科
  1）咀嚼機能制御補綴学講座
  2）クリニカル・バイオマテリアル講座
  Changes and current status of ceramic restorations at Kanagawa Dental University Hospital
  Kumasaka T1），Arai Y1），Hoshi N1），Ohashi K2），Nihei T2），Kimoto K1）

  1）Department of Prosthodontics and Oral Rehabilitation
  2） Department of Clinical Biomaterials, Graduate School of Dentistry, Kanagawa Dental 

University

P-10　口腔内スキャナーを用いた印象採得から作製したトレーによる印象咬合採得
  ○中村敏成 1），金澤　学 1），山本信太 1），荒木田俊夫 1），半田和之 2），水口俊介 1）

  1）東京医科歯科大学　大学院医歯学総合研究科　高齢者歯科学分野
  2）東京医科歯科大学　大学院医歯学総合研究科　部分床義歯補綴学分野
  Impression and bite registration by tray fabricated using the intraoral scanner
  Nakamura T1），Kanazawa M1），Yamamoto S1），Arakida T1），Handa K2），Minakuchi S1）

  1） Gerodontology and Oral Rehabilitation, Graduate School, Tokyo Medical and Dental 
University 

  2）Removable Partial Prothodontics, Graduate School, Tokyo Medical and Dental University

P-11　CAD/CAMにおける口腔内スキャナーおよび模型スキャナーの精度について
  ○井川知子 1），木原拓也 2），平井健太郎 1），平井真也 1），田地　豪 2），二川浩樹 2），
  　小川　匠 1）

  1）鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座
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  2）広島大学大学院医歯薬保健学研究院統合健康科学部門口腔生物工学分野
  Accuracy Evaluation of Intra-Oral and Model Scanners in Digital Workflow.
  Ikawa T1），Kihara T2），Hirai K1），Hirai S1），Taji T2），Nikawa H2），Ogawa T1）

  1）Department of Fixed Prosthodontics, School of Dental Medicine, Tsurumi University
  2） Department of Oral Biology and Engineering Integrated Health Sciences, Institute of 

Biomedical and Health Sciences, Hiroshima University

P-12　CAD/CAM用コンポジットレジンブロックの吸水量と溶解量
  ○ Sasipin Lauvahutanon1，2），高橋英和 1），岩崎直彦 1），鈴木哲也 1）

  1）東京医科歯科大学歯学部口腔保健工学専攻
  2）チュラロンコーン大学歯学部歯科補綴講座
  Water sorption and solubility of CAD/CAM composite resin blocks
  Lauvahutanon S1，2），Takahashi H1），Iwasaki N1），Suzuki T1）

  1）Oral health Engineering, Faculty of Dentistry, Tokyo Medical and Dental University (TMDU)
  2）Prosthodontics Department, Faculty of Dentistry, Chulalongkorn University

P-13　最新の CAD/CAMシステムにより製作した CAD/CAM冠の技術評価
  伊藤隆文
  株式会社テクニカルセンター
  Technical Performance of Prostheses Fabricated using the Most Advanced CAD/CAM System
  Ito T
  TECHNICAL CENTER Co.Ltd

P-14　インプラント上部構造のトラブルに対してレジン築盛法と CAD/CAM法を応用した 2症例
  ○髙江洲雄 1），松浦尚志 1），谷口祐介 2），城戸寛史 2），佐藤博信 1）

  1）福岡歯科大学咬合修復学講座冠橋義歯学分野
  2）福岡歯科大学咬合修復学講座口腔インプラント学分野
   Two case reports of treatment using resin built up and CAD/CAM prosthetics for the trouble of 

the implant superstructure 
  Takaesu Y1），Matuura T1），aniguchi Y2），Kido H2），Sato H1）

  1）Department of Oral Rehabilitation, Section of Fixed Prosthodontics, Fukuoka Dental College
  2） Department of Oral Rehabilitation oral Implantorogy, Section of Oral implantology Fukuoka 

Dental College

P-15　デジタルワークフローを用いて製作したジルコニアクラウンの一症例
  〇清水沙久良 1），新谷明一 1，2），森　麻智子 3），黒田聡一 1），五味治徳 1），新谷明喜 1）

  1）日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第２講座
  2）トゥルク大学
  3）株式会社三和デンタル
  Clinical report of a zirconia crown with digital workflow
  Shimizu S1），Shinya A1，2），Mori M3），Kuroda S1），Gomi H1），Shinya A1）

  1） Department of Crown and Bridge, The Nippon Dental University, School of Life Dentistry at 
Tokyo

  2）Department of Prosthetic Dentistry and Biomaterials Science, University of Turku
  3）SANWA DENTAL
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P-16　ハイスピードカメラによる CAD/CAMハイブリッドレジンクラウン破壊時の動的挙動解析
 　－水中浸漬後における破壊の様相に関する検討－
  ○要　智子，若林一道，CARBAJAL Jeison，中村隆志，矢谷博文
  大阪大学大学院歯学研究科　顎口腔機能再建学講座　クラウンブリッジ補綴学分野
   Dynamic fracture analysis of hybrid resin crown restorations fabricated with CAD/CAM 

system 
  Kaname T，Wakabayashi K，Carbajal J，Nakamura T，Yatani H
  Department of Fixed Prosthodontics，Osaka University Graduate School of Dentistry

P-17　デジタルオーラルスキャナー（口腔内光学印象装置 )の精度に関する研究
  ○末瀬一彦 1，2），木下浩志 2）

  1）大阪歯科大学歯科審美学室
  2）大阪歯科大学歯科技工士専門学校
  Comparison of the accuracy of digital and conventional impression indirect techniques
  Suese K1，2），Kinoshita H2）

  1）Dept.EstheticDentistry in Osaka Dental university
  2）School of Dental Technicians

P-18　大気圧プラズマ照射によるジルコニアの表面修飾
  ○平田哲也 1，2），若林一道 2），中村隆志 2），矢谷博文 2）

  1）平田歯科医院
  2）大阪大学大学院歯学研究科 顎口腔機能再建学講座 クラウンブリッジ補綴学分野
  Surface modification of zirconia using atmospheric pressure plasma   
  Hirata T1，2），Wakabayashi K2），Nakamura T2），Yatani H2），
  1）Hirata Dental Clinic
  2）Department of Fixed Prosthodontics，Osaka University Graduate School of Dentistry

P-19　汎用デジタルカメラを用いた顔面形状計測　－色調による測定ノイズの除去について－
  ○勅使河原大輔，野露浩正，藤澤政紀
  明海大学歯学部機能保存回復学講座歯科補綴学分野
   Application of three-dimensional facial measurement using a general-purpose digital camera –

Noise cancelling procedure using color information-
  Teshigawara D，Noro H，Fujisawa M
   Division of Fixed Prosthodontics, Department of Restorative & Biomaterials Sciences, School 

of Dentistry, Meikai University
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【２日目　４月 26 日（日）】

 第１会場（501）

【デジタル歯科学会】【九州オールセラミックを語る会】共催
 9：00 ～ 9：45　海外招待講演 2 座長　千葉豊和（千葉歯科クリニック）
  「Waiting for Digital Art ： Digital Dentistry」
   　　　Shin Jun Hyouk
   　　　（Chief of Moonjoong Dental Clinic, Busan, Korea）

 9：45 ～ 10：30　海外招待講演 3 座長　西村正宏
   　　　（ 鹿児島大学歯学部顎顔面機能再建学講座口腔顎顔

面補綴学分野）
  「Esthetic Predictability of Digital Implantology」
   　　　Dong Keun Chung（DIO Corporation, Busan, Korea）

 10：40 ～ 11：50　海外招待講演 4 座長　古谷野潔
   　　　（ 九州大学大学院歯学研究院口腔機能修復学講座イ

ンプラント・義歯補綴分野）
  「 Implant treatment planning with guided surgery in post-extraction cases and a new integrated 

digital treatment workflow.」
   　　　Tommaso Cantoni（Verona, Italy）

 12：00 ～ 12：50　ランチョンセミナー１ 座長　鈴木道子（Ivoclar Vivadent株式会社）
  「All-ceramics - all options that work digital」
   　　　Frank Rothbrust
   　　　（R&D, Ivoclar Vivadent AG, Liechtenstein）
    共催：Ivoclar Vivadent株式会社

 13：00 ～ 15：10　日本歯学系学会協議会共催　シンポジウム１
   座長　佐藤博信
   　　　（福岡歯科大学咬合修復学講座冠橋義歯学分野）
   　　　佐々木啓一
   　　　（ 東北大学大学院歯学研究科　口腔システム補綴学

分野）
  『産学官連携を含めた医療機器開発の現状と課題』

  基調講演　「医療機器開発の現状と課題」
   　　　橋爪　誠
   　　　（九州大学先端医療イノベーションセンター）
  シンポジスト１「技術革新へ向けての歯科界は如何に対応すべきか」
   　　　佐々木啓一
   　　　（ 東北大学大学院歯学研究科　口腔システム補綴学

分野）
  シンポジスト２「歯科手術支援デジタルシステムの開発から現在まで」
   　　　樋口鎮央（和田精密株式会社）
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  シンポジスト３「医療機器の使い方をどうやって知りますか？」
   　　　伊達佑生
   　　　（ 独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）

医療機器審査第二部　審査専門員）

 15：20 ～ 16：30　シンポジウム２ 座長　澤瀬　隆
   　　　（ 長崎大学大学院医歯薬総合研究医療科学専攻口腔

インプラント分野）
  『インプラント治療におけるデジタルワークフローの実際
  　－歯科医師と歯科技工士の連携におけるデータ共有の重要性－』
  シンポジスト１ 　　　城戸寛史
   　　　（ 福岡歯科大学咬合修復学講座口腔インプラント学分野）
  シンポジスト２ 　　　野林勝司（株式会社 NKデンタルクラフト）

 16：30 ～ 16：40　閉会式

 第 2 会場（502・503）

【デジタル歯科学会】【九州オールセラミックを語る会】共催
 8：20 ～ 8：50　モーニングセッション
    共催：3Shape

 9：00 ～ 16：30　第 1会場（501）あるいは第３会場（409，410）のサテライト会場

 第 3 会場（409・410）

【九州オールセラミックを語る会】
 9：00 ～ 9：10　九州オールセラミックを語る会　開会式

【九州オールセラミックを語る会】【デジタル歯科学会】共催
 9：10 ～ 10：20　海外招待講演５ 座長　鱒見進一
   　　　（ 九州歯科大学口腔機能学講座顎口腔欠損再構築学分野）
  「デジタル補綴臨床インＵＳＡ」
   　　　蒲池久美子（ボストン大学歯学部元臨床准教授）
 
【九州オールセラミックを語る会】
 10：40 ～ 11：40　教育講演１『セラミック接着の臨床と技工』
   座長　清水博史
   　　　（九州歯科大学口腔機能学講座生体材料学分野）
   　　　末永和弘（九州歯科技工専門学校 )
  「臨床におけるセラミック材料の表面処理と接着」
   　　　吉田圭一
   　　　（ 長崎大学病院歯科系総合歯科診療部門保存・補綴歯

科冠補綴治療室）



Vol.5, No.1, 2015

The Journal of the Japan Academy of Digital Dentistry Vol.5 No.1

−　　−135

  「技工におけるセラミックスの接着について」
   　　　福井淳一（長崎大学病院医療技術部中央技工室）

【九州オールセラミックを語る会】【デジタル歯科学会】共催
 12：00 ～ 12：50　ランチョン２ 座長　岡田　浩（株式会社松風）
  「CAD/CAMレストレーションのための支台歯形成のポイント」
   　　　六人部慶彦（むとべデンタルクリニック）
    共催：株式会社松風

【九州オールセラミックを語る会】
 13：00 ～ 14：00　教育講演２『セラミック臨床と歯科技工の課題１』
   座長　岡村光信（岡村歯科医院）
   　　　田口聖治（九州医療専門学校）
  「DIGITAL DENTISTRY の実際」
   　　　名取　徹（つるみ歯科診療所）
  「e.maxを使用した臨床と技工」
   　　　森口光成（M2 セラミックオフィス）

 14：00 ～ 15：00　教育講演３『セラミック臨床と歯科技工の課題２』
   座長　川嵜俊明（川﨑歯科医院）
   　　　山田　誠（福岡メディカル専門学校）
  「オールセラミックス臨床を考える」
   　　　西　耕作（西耕作歯科医院）
  「ＣＡＤ－デザイン」
   　　　土肥　学（有限会社デンタルワークスシステムＵ）

 15：10 ～ 16：10　教育講演４『直接法における歯科医師と歯科衛生士の役割分担』
   座長　吉永　修（医療法人社団徳冶会吉永歯科医院）
   　　　世利隆幸（QCデンタルラボラトリー）
  「CEREC修復におけるハイジニストの役割」
   　　　川口　孝（川口歯科医院）
  「アシスタントワークと印象，石膏模型時の注意点」
   　　　別府道子（医療法人社団敬悠会高橋けいじ歯科医院）
  「直接法における歯科医師と衛生師の役割分担」
   　　　運天久美子（藤崎駅ビルクニリック）

 16：10 ～ 16：30　ディスカッション「今後の九州オールセラミックの会を考える」
   座長　岡村光信（岡村歯科医院）
   　　　鱒見進一
   　　　（ 九州歯科大学口腔機能学講座顎口腔欠損再構築学分野）
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 第 4 会場（411・412），第 5 会場（413・414）

【デジタル歯科学会】【九州オールセラミックを語る会】共催
 　9：00 ～ 16：10　ポスター掲示
 16：10 ～ 17：00　ポスター撤去

 第 6 会場（401・402・403）

【デジタル歯科学会】【九州オールセラミックを語る会】共催
 12：00 ～ 12：50　ランチョンセミナー３ 座長　近藤秀明（株式会社ヨシダ）
  「Advanced Workflow of Trophy Solutions」
   　　　Kyung-Do Ryu
   　　　（ CAD/CAM Product Specialist, Carestream Dental, 

Carestream Health Korea Ltd.）
    共催：株式会社ヨシダ

 第 7 会場（404・405・406）

【デジタル歯科学会】【九州オールセラミックを語る会】共催
 12：00 ～ 12：50　ランチョンセミナー４ 座長　新谷明喜（日本歯科大学歯科補綴学第２項講座）
  「明日からの臨床に役立つCAD/CAMテクノロジーを応用した補綴治療のキーポイント」
   　　　竹市卓郎（愛知学院大学歯学部冠・橋義歯学講座）
   共催：クラレノリタケデンタル株式会社
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発表される方へ

【口演発表】
　１）口演発表は，PowerPointによるPC発表のみとします．
　２） 発表データは，各自ノートPCにてご持参ください．また，バックアップ用USB（Windows対応）もご

持参ください．
　　　 事務局ではD-Sub15ピン（ミニ）のケーブルを用意しますが，一部のPCでは本体附属のコネクターが

必要な場合がありますので，必ず持参してください．
　　　 会場にて電源をご用意しておりますので，PC用電源コードを必ずお持ちください．
　３） スライドチェックは口演会場内の会場左手前方のオペレーター席で行います．発表時間の20分前まで

にお越しください．
　４）プログラムの円滑な進行のため，時間厳守をお願いします．
　５）会場では各演者ご自身で演台上の機材を用いてスライドの操作をしていただきます．
　６）原則，音声は使用できません．特別に使用をされる場合は事前に事務局にご相談下さい．
　７）スクリーンセーバーと省電力設定は事前に解除しておいてください．
　８）発表後は，オペレーター席で，PCをお受け取りください．

【ポスター発表】
　１）フリーディスカッション形式となります．発表時間には必ずポスター前に待機しておいてください
　２）ポスター貼付け時間
　　　　４月25日（土）11時00分～12時20分
　３）ポスター閲覧時間
　　　　４月25日（土）13時00分～17時50分
　　　　４月26日（日）　9時00分～16時10分
　４）ポスター撤去時間
　　　　４月26日（日）16時10分～17時00分
　　　　　注） 撤去時間を過ぎても未撤去のポスターは事務局にて処分させていただきますので，ご了承く

ださい．
　５）展示要領
　　　＜事務局で用意するもの＞
　　　　・演題番号（20cm×20cm）を表示したポスターパネル（縦210cm×横90cm）
　　　　・貼付用具（押しピン）
　　　＜ご用意していただくもの＞
　　　　・ 本文とは別に，縦20cm×横70cmの大きさで，「演題名・発表者名・所属」を記入したものをご準

備ください．
　　　　・ポスターの体裁，配置は自由です．縦160cm×横90cm以内であれば枚数に制限はありません．
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大会長挨拶
　平成27月４月25日（土）～26日（日）の２日間，福岡市の福岡国際会議場において日本デジタル歯科学会（旧

日本 CAD/CAM学会）第６回学術大会，ならびに第１回九州オールセラミックを語る会を開催させていた

だくことになりました．

　日本デジタル歯科学会で今回のテーマを「デジタルデンティストリー　－ Now and Then－」としました．

50 年に一度革命とも言われている CAD/CAM修復の臨床ならびに研究からスタートした本学会も，本学術

大会では口腔医療全般のデジタルワークフローに，今後我々どのように取り組んでいくかを議論し，今後

の展望を模索していきたく考えています．また，この分野には歯科技工士，歯科衛生士等の多職種連携の

必要が不可欠です．セラミック，メタルフリーの新しい材料や治療技術による修復法については，これら

に職種の垣根を越えて，もっと深い議論が必要です．そこで，今回，これらの業務に関連する九州の大学，

専門学校，開業歯科医など多職種の方々に集っていただいて「九州オールセラミックを語る会」を発足し，

日本デジタル歯科学会と併催して，学術大会を開催することにいたしました．「九州オールセラミックを語

る会」のメインタイトルは「本音で語るセラミック臨床の現状と未来」とし，一気に進んだセラミック修

復の善し悪しを本音で議論していきたく考えております．

　このように第６回日本デジタル歯科学会学術大会，ならびに第１回九州オールセラミックを語る会では，

新しい材料や治療技術を開発，研究，治療の成果についての議論を深め，噛める，しゃべる，飲み込むといっ

た機能の回復と自然な見た目の回復めざすことによって，国民の健康が維持されることを願っているとこ

ろです．

　また，本大会では海外特別講師として Prof. Joerg Strub（University of Freiburg, Germany），Dr Kumiko 

Kamachi(元ボストン大学歯学部臨床准教授 )，Dr Tommaso Cantoni（Verona, Italy開業）他数名を招聘し，デ

ジタル技術を応用した補綴治療の近況と未来についてお話しいただく予定にしております．26 日午後には，

「産学官連携を含めた医療機器開発の現状と課題」というタイトルで，日本歯学系学系連絡協議会との共

催シンポジウムを予定しており，基調講演として橋爪誠教授（九州大学先端医療イノベーションセンター）

など医療機器開発の現場に関わっておられるシンポジスト数名に講演をしていただく予定です．その他１

つのシンポジウム，数題の教育講演，数題の企画講演，一般口演，ポスター講演を実施します．

　尚，本大会の併設プログラムとして，カクテルパーティー，共催セミナー，企業展示を開催致します．

カクテルパーティーは１日目の夕方，学会会場内でビールやワインで飲みながら，本音でお話をする会と

したく，多くの方の参加をお待ちします．最後に，改めて本大会が成果多い学会となりますよう，多くの

皆様の参画をお願い申し上げる次第です．

第６回日本デジタル歯科学会
大会長　佐藤　博信
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（学会活動等）
　日本補綴歯科学会　専門医，指導医，理事
　�日本口腔インプラント学会　専門医，指導医，理事
　日本顎関節学会　専門医，指導医
　日本歯科審美学会　認定医，常任理事
　日本デジタル歯科学会　理事

佐藤　博信

福岡歯科大学　教授　�歯学部咬合修復学講座冠橋義
歯学分野

略歴
昭和 52 年　九州歯科大学卒業
昭和 56 年　九州歯科大学大学院修了
昭和 56 年　�九州歯科大学助手（歯学部歯科補綴学

第一講座）
昭和 59 年　�長崎大学助教授（歯学部歯科補綴学第

二講座）
平成 6年〜 7年　�文部省在外研究員（スウェーデン，

イエテボリ大学）
平成 10 年　�福岡歯科大学　教授　歯学部咬合修復

学講座冠橋義歯学分野

大会長講演

デジタル口腔医療の歴史，
現在と未来

佐藤　博信

　CAD/CAM装置を用いてチタン製のカスタムアバットメントを自分自身の臨床に導入して，そろそろ 13
年が経過しました．この間，デジタルデンティストリーの革命はとどまりなく進んでいき，診断用ワック
スアップ，ガイドプレート製作，CT画像を用いた診断ならびに治療のシュミレーションといった一連の診
断・治療計画のから，補綴治療まで CAD/CAMを用いたインプラント治療の流れができてきました．一方，
口腔内スキャナーやジルコニアを使用した高強度セラミック補綴装置の開発なども格段に進み，デジタル
化の流れはとどまるところを知らないような今日この頃です．本講演ではまず，これらの中で学んだこと
レビューし，現状の口腔医療分野でのデジタル機器の貢献について分析をしようと思います．また，我が
国を含め世界は超高齢者社会に直面しようとしています．今後，このような複雑化する口腔医療の現場で，
使用されるデジタル機器の在り方についても言及したく考えています．最後に，これらを踏まえ，本学術
大会で講演される特別講演，シンポジウム等の沢山の講演の主旨についても解説を加え，大会長講演とい
たしたく思います．
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Since�1988�Dr.�Strub�has�been�Professor�and�Chair�
of�the�Department�of
Prosthodontics�at� the�Albert-Ludwigs�University�
in�Freiburg,�Germany.
He�was� a�Visiting�Clinical� Professor� of�Fixed�
Prosthodontics�at�the�Osaka�University
in�Osaka,�Japan�in�1996.�Since�2009�he� is�Visiting�
Professor�at�the�University�of
Pennsylvania� (Dept.�Preventive�and�Restorative�
Sciences),�Philadelphia,�USA.�Since
2010�Sun�Yat-sen�University,�Guanghua,�School�of�
Stomatology,�Guangzhou,�China
and�King�Saud�University,� School� of�Dentistry,�
Riyadh,�Saudi�Arabia.
Since�2005�he�is�Associate�Dean�for�Clinical�Affairs�
at�the�Albert-Ludwigs�University
in�Freiburg,�Germany.
Dr.�Strub�is�married�and�has�one�child.

Prof.�Dr.�Jörg�R.�Strub,�DDS,�Dr�Med�Dent�Habil,�
Dr.�h.c.

Curriculum�Vitae
Prof.�Dr.� J.�R.�Strub,�born� in�1948,� received�his�
D.D.S.,�Dr.�Med.�Dent.�and�Dr.�Med.
Dent.� Habil .� (PhD� equiv)� degrees� from� the�
University�of�Zurich,�Switzerland�in
1975/1985�and�the�Dr.�h.c.� from�the�National�and�
Kapodistrian�University,�Athens,
Greece,�in�2008.
He� was� a� Vis it ing� Assistant� Professor� of�
Biomaterials�at�Tulane�University�and
Louisiana�State�University,�New�Orleans,�USA,�
1982-1983.�From�1982-1988�he�was
Associate� Professor� and� co-director� of� the�
Graduate�Programme�in�Periodontal
Prosthetics�at�the�University�of�Zurich.

海外招待講演１

Digital intraoral impressions
– where do we stand?

J. R. Strub

　The ultimate goal of digital intraoral impressions is precise data acquisition with least materials and efforts needed. 
Compared to the conventional approach, the currently available digital intraoral impression systems (IOS’s) claim to 
provide faster and more accurate impressions enabling the fabrication of high quality restorations more efficiently and 
thus provide a higher level of patient care. 
　In several vitro investigations we could show that the accuracy of digital intraoral scanners in dental patients yielded 
accuracies between 38-333 µm depending on the number of abutment teeth. With regard to time efficiency intraoral 
digital scanners are up to 23 minutes faster than conventional ones. It is feasible to digitize totally edentulous jaws, 
however with significant differences in accuracy of the investigated IOS’s. This presentation provides an overview of 
IOS’s regarding the accuracy, time efficiency, costs and the application of these devices in the digital workflow.

3 objectives:

After this presentation one is familiar with:
　－　different IOS’s that are on the market
　－　accuracy and time efficiency of different indications
　－　integration of IOS’s in the digital workflow
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Shin�Jun�Hyouk
Chief�of�moonjoong�dental�clinic�in�busan

Curriculum�Vitae�
graduatedfrom�Busan�National� University� of�
Dental�College�&�post�graduate� school� in� 1998�
and�was� an� adjunct� professor.� he� is� currently�

a � d i rec tor � o f � � Korea � Es the t i c � Academy�
Association,and� publisher� serially� the�Korean�
Journal�of�Clinical�Dentistry�in�2014.�he�is�a�world�
advisor�of�3shape�in�the�Denmark�Copenhagen.
Dr.Shin� is� a� chief� of�moonjoong�dental� clinic� in�
busan�from�2001�up�to�date.

海外招待講演２

Waiting for Digital Art: 
Digital Dentistry

Shin Jun Hyouk

　Recently, CAD/CAM has been focused in the field of dentistry world-wide. Because of this interest, its equipment 
and materials have improved with remarkable speed. Also, the digital prosthetic production method is even easier to 
get communication and collaboration between a dentist and technician than the traditional analog way. I think that 
the digital method called for much more understanding and standards for clinicians because of many reasons that 
you can notice the problems directly that also happen in analog. For material, in my opinion, esthetic materials like 
glass and zirconia have been brought into focus. In the case of glass, it can be formed by CAD/CAM milling and 
pressing, however zirconia can be made only by milling. Nowadays, for milling, the way using CAD/CAM is being 
used more than the manually copy milling way which is the analog way. Especially monolithic zirconia, this way is 
widely used. Monolithic zirconia has been used for the posterior part because of its high strength, but it has been used 
narrowly because of the limitation of its esthetic usage etc. However the usage of monolithic zirconia is spreading 
increasingly because of its remarkable development. So, I am going to introduce THE DIGITAL COMMUNICATION 
& COLLABORATION between a dentist and a technician by understanding the characteristics of materials made from 
various clinical experiences and CAD/CAM milling by the utilization of MONOLITHIC ZIRCONIA to get some ways 
that maximize the benefit in the process from COLOR INTRA ORAL SCANNER to intra-oral clinical application and 
to get the best result. Furthermore, I would like to introduce analogue implant installation-digital monolithic zirconia 
prosthesis, and the latest digital surgical guide implant installation-provisional prosthesis cases.
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as� the�department� of� head� of� dentistry� at� the�
Kwanghye� Spine� Center.� He� currently� holds�
many� reputable� positions� such� as� the� chair� of�
equipment� committee� in� the� ICOI� congress� of�
implantology,�the�director�of�the�Korean�academy�
of�ossointegration.
Dr.�Dong�Keun�Chung,�is�a�chief�technology�officer�
of�DIO.

Dong�Keun�Chung
Chief�technology�officer�of�DIO�in�busan

Curriculum�Vitae
graduated�and� later�acquired�his�doctorate� from�
the�Dental�College�of�Busan�National�University�of�
Korea.�After� teaching�at�his�alma�mater�and�the�
Kyungnam�College�of�Information�and�Technology�
as� an�adjunct�professor.�Dr�Dong�Keun� served�

海外招待講演３

Esthetic Predictability of
Digital Implantology

Dong Keun Chung

　It is essential to have a close discussion between surgeon and technician to have an aesthetic predictability in implant 
surgery. But it is not simple and complicate in conventional way to have a correct implant position, path and depth and 
temporary crown. 
　In analog or half digital way, surgical guides have been used in the past so it could have mistakes and errors. So 
surgerons have to discuss with technician before surgery and it normally takes time.
　With up-to-date technology, surgeons could check and confirm crown designs even with mobile phone or tablet pc. 
Moreover top-down plan brings excellent aesthetic stability as well as reproducibility. Also with simple process for 
temporary crown and reproducibility, it is convenient both for patients and surgeons.  
　It is not easy to apply all your knowledge for aesthetic case during surgery. And time has limits to use all. However if 
surgery is planned in advance with relevant knowledge and theories and even philosophy, surgery should be completed 
as exactly as planned and predicted. 
　It will bring better results from continuous study & research. And I look forward to having world best digital surgery 
in near future.
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of�Advanced� Graduated� Studies� in� 1993� and�
the�Master�of�Science� in�1995.�He� is�on� the�sci-
entific� committee� of� the� Italian� edition� of� the�
International�Journal�of�Prosthodontics�and�on�the�
scientific�advisory�board�of�the�ISSD�(International�
Society� for�Digital�Dentistry).�He� is� a� founder�
member�of�the�GICC�(Gymnasium�Interdisciplinare�
CAD�CAM).�He�has�been�President�of�the�B.U.I.A.�
Boston�University� Italian�Alumni� in� 2013� and�
2014.�He�has� been� lecturing� on� the� subject� of�
implantology�and�prosthodontics�both�nationally�
and�in-ternationally.�He�is�a�principal� in�a�private�
practice�with�other� specialists� in�Verona� (Italy),�
mainly�treating�complex�cases�in�a�team�setting.

Tommaso�Cantoni
Private�practice�in�Verona�Italy

Curriculum�Vitae
1990�DDS�from�University�of�Milan�Italy
1993�CAGS� (Certificate� of�Advanced�Graduate�
Studies)�in�Prosthodontics�Boston�University�USA
1995�MScD� (Master� of�Science� in�Dentistry)� in�
Prosthodontics�Boston�University�USA
Private�practice�in�Verona�Italy

Dr.� Tommaso� Cantoni� graduated� from� the�
University� of�Milan� School� of� Dentistry� in�
1990.�He� then� specialized� in�Prosthodontics� at�
Boston�University� and� received� the�Certificate�

海外招待講演４

Implant treatment planning with
guided surgery in post-extraction
cases and a new integrated digital
treatment workflow.

Tommaso Cantoni

　The most recent developments in Cad-Cam and digital technologies can assist the clinician in diagnosing and 
planning the implant treatment with high accuracy. Immediate implants placement in post-extraction sockets and 
immediate loading protocol can take advantage of those new techniques. The presentation will explain a special 
methodology to treat those cases using a custom designed radiographic guide and a double scan process. This 
technique makes it possible to deliver a provisional fixed bridge with the final esthetic contour. Also the new Smart 
Fusion® concept simplifies the implant treatment planning for single and partial cases, avoiding the need to fabricate a 
radiographic template.
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Kumiko�Kamachi
DMD�:�Prosthodontist

Curriculum�Vitae
Practicing�since�1991,�Dr.�Kumi�Kamachi�received�
her�dental�degree� from�Kyushu�Dental�College�
in�Japan�and�Boston�University�Dental�Medicine.�
She� also� received� a� Post� graduate� certificate�
degree�in�AEGD�(Advanced�Education�in�General�
Dentistry)�and�a�post-graduate�certificate�degree�
in�Prosthodontics� from�Boston�University�Dental�
Medicine.�
Dr�Kumi�Kamachi�was�a�former�associate�clinical�

professor�at�the�department�of�restorative�sciences�
in�Boston�University�Dental�Medicine.�She�gives�
a� course,lectures� and�CE� courses� regularly� at�
Boston�University�Dental�Medicine.
Dr.�Kumi�Kamachi� is� a�member� of�American�
Co l l e g e � o f � P r o s t odon t i s t s , � Academy � o f�
Osseointegration,�American�Dental�Association�
and�Massachusetts�Dental�Society.�She� lectures�
in� the� subjects� of� prosthodontics� and� implant�
restorations� internationally.� She� is� associated�
with� several� dental� publishing� companies� as� a�
consultant.

海外招待講演５

デジタル補綴臨床インＵＳＡ

Kumiko Kamachi

　欧米の歯科治療におけるデジタル化は，過去５年で大きな変化，成長を遂げている．特に補綴治療に
おいては　Intraoral Scanner, CBCT (Cone Beam Computed Tomography), CAD/CAM（Computer-Aided Design/
Computer-Aided Manufacturing)の開発により，昔では考えられなかった新しい機材，材料，術式が一般歯科
医療で取り入れられ，話題になって久しい．
　現在では，継続的かつ迅速な歯科デジタルシステムにおけるソフト，ハード両面における進歩・向上が
著しく，開発初期に問題点となった，精密性，便宜性，初期投資価格には著しい改良，発展が見受けられ，
一般臨床における普及度が年々上がってきているのは統計でも明らかである．その為アメリカにおける歯
科医療におけるデジタル化は，徐々にではあるが確実に診療，又　大学における教育の形態を変化させて
きている．
　本講演では，アメリカの一般歯科診療で普及しつつある最新 Intraoral Scannerの簡単な紹介から，現在
の歯科市場での普及度，将来性，さらに補綴治療において現在，一般歯科医のあいだで大きな人気を博す
CAD/CAMフルジルコニアに関する考察，など大概的なアメリカの補綴修復治療におけるデジタル化のトレ
ンドについて紹介する．
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会（理事），日本生体医工学会（理事，評議員），日
本肝胆膵外科学会（監事），国際コンピュータ外科
学会（ISCAS，会長），米国消化器内視鏡外科学会
（SAGES,�Fellow），米国外科学会（ACS,�Fellow）など．
主催学会：
第 19 回日本コンピュータ外科学会，第 3回日本ロ
ボット外科学会，第 18 回日本門脈圧亢進症学会総
会，第 51 回日本生体医工学会大会，第 49 回日本腹
部救急医学会総会，第 28 回国際コンピュータ支援
放射線医学・外科学会議（CARS2014）
専門研究領域：
消化器外科，門脈圧亢進症，内視鏡外科，災害救急
医学，ロボット外科
インテリジェント治療を目指した手術支援ロボ
ティックシステムに関する研究に従事，新学術領域
「多元計算解剖学」領域代表
賞罰：
第 41 回日本消化器外科学会会長賞受賞，平成 18 年
度文部科学大臣表彰科学技術賞受賞，2007 年度グッ
ドデザイン賞表 ,�2007 年度今年のロボット大賞優
秀賞および審査員特別賞受賞，2010 年 Best�Paper�
Award�of� International�Conference�on�Advanced�
Mechatronics ほか．

橋爪　誠
九州大学主幹教授

略歴
九州大学大学院医学研究院先端医療医学部門・部門長
先端医療医学講座災害救急医学分野・教授
九州大学病院先端医工学診療部・部長兼任
九州大学先端医療イノベーションセンター・セン
ター長兼任
職歴
昭和 54 年九州大学医学部卒業．同大第二外科入局，
平成 10 年同大第二外科助教授を経て，平成 11 年同
大大学院医学系研究科災害救急医学教授，平成 15
年九州大学病院先端医工学診療部部長兼任，平成
18 年同病院救命救急センター長兼任，平成 22 年九
州大学先端医療イノベーションセンター長兼任，平
成 26 年九州大学主幹教授就任現在に至る．　
所属学会等：
日本学術会議連携会員，日本外科学会（指導医，評
議員），日本消化器外科学会（指導医，評議員），日
本消化器内視鏡学会（指導医，評議員），日本肝臓
学会（指導医，評議員），日本消化器病学会（指導医，
評議員），日本門脈圧亢進症学会（理事），日本コン
ピュータ外科学会（副理事長），日本腹部救急医学

シンポジウム１　産学官連携を含めた医療機器開発の現状と課題

医療機器開発の現状と課題

橋爪　誠

　外科領域では 1990 年代より内視鏡を用いた低侵襲外科手術が主流となってきた．今世紀に入り，内視鏡
外科手術の技術的困難を克服すべくロボット手術が全世界で普及してきている．我が国では，医療機器の
70%近くが海外の製品で占められており，約 6000 億円の輸入超過となっている．最近では，研究開発だけ
に終わらせず，従来「死の谷」と呼ばれてきた開発から製品化までを一貫して迅速に行えるようシステム
の改革が行われている．九州大学では先端医療イノベーションセンターを設立し，企業との共同研究を推
進するとともに，自治体と共に地域連携を進め，地場企業や大学のもつシーズとニーズとのマッチングや，
医療産業に参入するための企業人育成セミナーなども開催している．講演では，最新の手術支援ロボット
システム開発状況について紹介する．未来の手術室は，ナビゲーションシステムなどの情報システムとの
融合が重要となると考える．
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佐々木　啓一
東北大学大学院歯学研究科口腔システム補綴学分野
　
略歴
1981 年 3 月　　東北大学歯学部　卒業�
1985 年 3 月　　東北大学大学院歯学研究科　修了�
1985 年 4 月　　�東北大学歯学部歯科補綴学第二講

座助手�採用�
1994 年 4 月　　東北大学歯学部高齢者歯科学講座�
助教授昇任�
2000 年 2 月　　東北大学歯学部歯科補綴学第二講
座�教授昇任
2003 年 4 月〜�　�東北大学大学院歯学研究科口腔シ

ステム補綴学分野教授

2009 年 2 月〜 2010 年 3 月
　　　　　　　　�東北大学病院総括副病院長・附属

歯科医療センター長
2010 年 4 月〜　�東北大学大学院歯学研究科長・歯

学部長�
2014 年 6 月〜　�一般社団法人日本歯学系学会協議

会　副理事長
2013 年 6 月〜　�公益社団法人日本補綴歯科学会　

理事
2012 年 4 月〜　日本口腔顔面痛学会　理事長
2009 年 4 月〜 2011 年 3 月
�　　　　　　　　�社団法人日本補綴歯科学会�理事長

シンポジウム１　産学官連携を含めた医療機器開発の現状と課題

技術革新へ向けての歯科界は
如何に対応すべきか

佐々木　啓一

　デジタルテクノロジーの飛躍的な普及により，医療面でも大きな技術革新が齎されつつある．歯科にお
いても国内外で CAD/CAMはもとより３Dプリンター，光学印象等の新製品が開発され，臨床導入が進ん
でいる．一方で，医療機器には安全性を含めた性能の担保が不可欠であり，新医療技術・機器に対する承
認が米国，EUで急ピッチで進み，ISOにおいても国際基準の策定が進んでいる．我が国においてもデバイ
スラグの解消が大きな課題であると認識され，PMDAの機能強化策や医療技術開発・市場導入への援助策
が国としての重点施策となっている．
　歯科医療の質の向上に寄与する上記の新技術・機器を，我が国の歯科臨床に適正に導入するうえで，医
療機器としての承認を得ることが不可欠である．これはメーカーや輸入企業のみで解決することはなかな
か難しく，歯科界全体，すなわち産業界，学術サイド，臨床サイドが一体となり，厚生労働省，PMDAと
ともに臨床導入への対策を取っていかなければならない．この時，先に述べたような補助金を利用するこ
とも一つの策である．我が国のデジタルデンティストリー拡大へ向けて，今，私どもがすべきこと，でき
ることを皆様とともに考えてみたい．
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樋口　鎮央
和田精密歯研株式会社　常務取締役　生産本部長

略歴
1976 年　　和田精密歯研株式会社入社
1979 年　　行岡医学技術専門学校卒業
1996 年　　大阪工場　工場長
2001 年　　本社生産管理部　部長
2002 年　　優良商工従業員表彰（大阪商工会議所）
2005 年　　日本歯科審美学会　歯科技工認定士取得
2005 年　　本社生産本部　本部長
2006 年　　常務取締役　生産本部長就任
2013 年〜　東京医科歯科大学非常勤講師

2014 年〜　徳島大学歯学部非常勤講師
　　　　　現在に至る

所属機関／学会
　日本歯科技工学会
　日本補綴歯科学会
　日本歯科審美学会（歯科技工認定士）
　日本歯科産業学会
　日本歯科理工学会
　日本口腔インプラント学会
　　（インプラント専門技工士）
　日本デジタル歯科学会

シンポジウム１　産学官連携を含めた医療機器開発の現状と課題

歯科手術支援デジタルシステム
の開発から現在まで

樋口　鎮央

　インプラント埋入手術を安全安心に行うためには３D-CT画像からシミュレーションソフトを用いて診
査，診断を行ない，埋入位置を決定し，ガイドを用い手術をすることが一般化している．
　しかし，今から約10年前には国産のシミュレーションソフトや手術用ガイドはなく，海外製しかなかった．
当時，大阪大学歯学部では VR-触力覚デバイスに注目し，インプラントの埋入シミュレーションを試みて
いたので，和田精密歯研 (株 )と国産のシミュレーションソフトや手術用ガイド開発を目指し共同研究を開
始した．これに対し JST－科学技術振興機構から委託開発の支援を受けることができ，三者での共同開発
が進められた．
　そして，まず３D-CT画像に多く見られるメタルアーチファクトを除去するために石膏歯列模型のスキャ
ンデータと置き換える技術を開発し，特許技術として完成した．さらに，インプラント手術用のガイドを
VR-触力覚デバイスを用いて CADし，3D-Printerで製作する BoneNaviシステムを開発し，市販することが
できた．さらにインプラント埋入シミュレーションソフト BioNaも開発し，国産オリジナルインプラント
手術支援システムを構築することができた．また，このシステムをベースに，顎切り手術シミュレーショ
ンや顎関節異常診査診断，歯根を含む歯列による矯正歯科セットアップモデル，さらに最終修復物作成ま
でをデジタルデータから CAD/CAM法で製作するなど応用を広めているので報告する．
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伊達　佑生
独立行政法人医薬品医療機器総合機構　医療機器審
査第二部

略歴
平成 18 年　大阪大学　歯学部　卒業
平成 19 年　�東京医科歯科大学　歯学部附属病院　

臨床研修　修了
平成 23 年　�東京医科歯科大学　医歯学総合研究科

博士課程　修了

平成 23 年　�独立行政法人　医薬品医療機器総合機
構　入庁

　　　　　�審査専門員（臨床医学担当）
　　　　　�現在に至る

平成 24 年　�東京医科歯科大学�医歯学総合研究科�
　　　　　�インプラント・口腔再生医学分野
　　　　　�非常勤講師
　　　　　�現在に至る

シンポジウム１　産学官連携を含めた医療機器開発の現状と課題

医療機器の使い方を
どうやって知りますか？

伊達　佑生

　皆様が今，ご自身の医院や技工所で使用されている医療機器の「一般的名称」や「使用目的」というも
のをご覧になられたことはありますか？
　すべての医療機器は，国際医療機器分類 GMDNに基づき作成された日本の医療機器分類 JMDNのルール
に沿って一般的名称という枠が定められ，その使用方法や生体へのリスクに応じていずれかの一般的名称
に分類されている．その一般的名称の定義の範囲の中で，医療機器の使用目的が決まっている．
　そして，本学会に関連するものとしては平成 26 年 7 月 8 日付　厚生労働省告示第 284 号（薬食発 0708
第 1 号）にて「デジタル手法により，歯科修復物のコンピュータ支援設計 (CAD)及びコンピュータ支援製
造 (CAM)に用いるための三次元形状データを取得するものをいう．」と定義された一般的名称『デジタル印
象採得装置（クラスⅡ）』が新設された．
　今回は，これまで以上にこういった新しい医療機器が日本国内で多く使用されていくであろう現状に鑑
みて，実際に臨床で使用されるすべての医療機器がどのように臨床現場に届くのか，承認審査の流れを含
め日本での医療機器の審査の実態を知って頂き，医療機器の適応外使用や個人輸入と医師の裁量権につい
て改めてもう一度考える時間を共有したいと思う．
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シンポジウム２

インプラント治療に
おけるデジタルワーク
フローの実際
－歯科医師と歯科技工士の
連携におけるデータ共有の重要性－

城戸　寛史／野林　勝司

　補綴主導のインプラント治療は，術前に理想的な最終上部構造を設計し，それをゴールとしてインプラ
ントの埋入位置が検討される．補綴主導の重要性はすでによく知られているが，実現するための合理的な
方法は最近までなかった．つまり，CTによる骨形態の評価を行う際に将来の上部構造の正確な形態を考慮
することが難しかったし，シミュレーションソフトを使ってインプラントの埋入位置を計画しても，その
とおりに正確なインプラントの埋入を施行することは容易ではなかったからである．
　近年，インプラント治療における臨床の現場では，デジタル技術の利用はすでに診断から最終上部構造
の製作まで切れ目ない．診断における CT撮影やその解析と上部構造やアバットメントの種類を考慮したプ
ランニング，プランニングした位置にインプラント手術を行うためのコンピューターガイデッドサージェ
リー，そして CAD/CAMによる上部構造の製作といった新しいデジタルワークフローは，補綴主導のイン
プラント治療を完成形に近づけたと考えられる．また，これらのデジタル技術の応用は歯科医師と歯科技
工士の間の新しいタイプのコミュニケーションツールを供給する．これまで模型を使って行われてきた情
報の交換は，デジタルデータでやり取りすることができるようになったため，歯科技工士は骨形態を配慮
した上部構造の設計を行い，ときにはインプラントの埋入位置について提案することもできる．また，歯
科医師は将来の上部構造のデータを有効に利用してインプラントの埋入位置を検討し，術前に上部構造の
設計について提案することができる．
　今回，インプラント歯科治療におけるデジタルワークフローの活用を歯科医師と歯科技工士の連携を含
めた内容で解説する．
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城戸　寛史
福岡歯科大学咬合修復学講座　口腔インプラント学
分野

略歴
1984 年３月　福岡歯科大学卒
　同年　４月　�九州歯科大学　（歯科補綴学第１講

座）助手
1995 年４月〜 1996 年３月　アメリカ合衆国カリ
フォルニア州
ロマリンダ大学　海外研修員
1999 年３月　�福岡歯科大学口腔インプラント学分

野　講師
2001 年３月　�福岡歯科大学口腔インプラント学分

野　准教授
2012 年１月　�福岡歯科大学口腔インプラント学分

野　教授
現在に至る

主な所属学会
日本口腔インプラント学会　指導医　代議員
顎顔面インプラント学会　指導医
日本補綴歯科学会　指導医�代議員
日本スポーツ歯科医学会　理事
International�Congress�of�Oral�Implantoloty（ICOI）
（Diplomate,�President�of�ICOI�Japan）
Academy� of� Osseointegration（AO）（Active�
Member）

野林　勝司
株式会社NK�DENTAL�CRAFT代表取締役

略歴
1982 年　九州医療専門学校�歯科技工士専攻科卒業
1982 年　社団法人�福岡医療団�千鳥橋病院入社
2000 年　九州大学大学院�歯学研究院�聴講生
2002 年　株式会社�NK�DENTAL�CRAFT�開設
2009 年　福岡歯科大学�研究生
2014 年　NK�DENTAL�CRAFT�諸岡 Office�開設

所属
日本口腔インプラント学会�会員　インプラント専
門歯科技工士
日本口腔インプラント学会専門歯科技工士�委員会
委員
日本補綴歯科学会　会員
日本デジタル歯科学会　会員
九州医療専門学校　歯科技工士専攻科�学科長
福岡口腔インプラント研究会（FIRA）講師
ITI メンバー
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吉田　圭一
長崎大学病院�歯科系診療部門�保存・補綴歯科�冠補
綴治療室

略歴
1986 年　長崎大学歯学部卒業
1990 年　長崎大学大学院歯学研究科修了
1990 年　長崎大学歯学部附属病院助手（第一補綴科）
1991 年　長崎大学歯学部附属病院講師（第一補綴科）
1991 年　�ノースウェスタン大学歯学部客員教授（生

体材料科学分野）

2009 年　�長崎大学病院歯科系診療部門総合歯科講
師（冠補綴治療室）

2014 年　�長崎大学病院歯科系診療部門保存・補綴
歯科講師（冠補綴治療室）

【学位・認定医等】
歯学博士
日本補綴歯科学会専門医，指導医
接着歯科治療認定医
日本歯科理工学会� Dental�Materials� Senior�
Adviser　専門分野：審美歯科器材，歯科接着器材

教育講演１　セラミック接着の臨床と技工

臨床におけるセラミック材料の
表面処理と接着

吉田　圭一

　歯牙の実質欠損や喪失によって引き起こされる咀嚼や発音障害に対する歯冠修復においては，審美性が
要求されるケースも多い．審美修復材料としては，セラミックスかハイブリッドレジンを選択するが，ナ
ノフィラーを配合したハイブリッドレジンと比較すると，セラミックスは色調再現性が優れているだけで
なく，プラークが付着しにくいので，歯周組織や生体への為害作用も少ない．セラミックスの中でもジル
コニアは曲げ強さと破壊靭性が格段に優れており，CAD/CAM技術の向上により，高強度ジルコニアを応用
したオールセラミックシステムが次々と市場に投入されてきた．
　さらに，患者さんの審美的要求が高まっていることとあいまって，機械的強度や透光性が飛躍的に向上
したジルコニアは必要不可欠となり，日頃の臨床で使用するケースが増加している．一方，2014 年 4 月に
歯科診療報酬が改定され，歯科用 CAD/CAM装置を用いたハイブリッドレジンによる歯冠補綴も新たに保
険導入された．
　そこで，CAD/CAM冠用コンポジットレジンとガラスセラミックス，ジルコニアセラミックスの 3つの材
料に的を絞り，それらの材料で作製された補綴物の装着をより確かなものにするために，最新の研究も含
め最適な表面処理方法や接着材について私見を述べる．
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福井　淳一
長崎大学病院　医療技術部　中央技工室

略歴
1986 年　広島大学歯学部附属歯科技工士学校卒業
1987 年　�広島大学歯学部附属病院歯科技工士研修

生修了

1990 年　長崎大学病院中央技工室
2008 年　長崎大学病院中央技工室　歯科技工士長
2010 年　インプラント専門歯科技工士
2012 年　人間関係学学士　慶應義塾大学　
2014 年　日本歯科技工学会認定士

教育講演１　セラミック接着の臨床と技工

技工におけるセラミックスの
接着について

福井　淳一

　接着は，チェアーサイドにおける充填や装着といった場面に限らず，歯科技工において補綴装置の製作
などにも利用され，現在では広く臨床応用されている．私がまだ学生として歯科技工を学んでいた 1980 年
代には，接着は教育カリキュラムにすら組み込まれておらず，接着技法は至って未熟であったと言わざる
を得ない．それから 30 年もの間に材料や方法は著しい進化を遂げ，歯科医療を取り巻く環境はめまぐるし
く変化してきた．今では，接着の有効性は長期的な臨床成績によって実証され，サンドブラスト処理やプ
ライマー塗布といった一連の接着操作がルーティンワークとして浸透している．
　新旧多くの材料と接着システムが混在する現在においては，材料の理工学的な性質に関する知識ととも
に，その材料に対する接着の作用機序を正しく理解しておくことが大切である．近年，デジタルデンティ
ストリーの急速な普及によって，歯科技工にも CAD/CAMが取り入れられ，酸化ジルコニウムや二ケイ酸
リチウムなど新しいタイプのセラミックスが使われるようになった．そこで，今回はセラミックスという
材料を中心として，接着に関する正しい知識と的確な技工のテクニックについてご紹介したいと思います．



Vol.5, No.1, 2015

The Journal of the Japan Academy of Digital Dentistry Vol.5 No.1

−　　−161

名取　徹
つるみ歯科診療所

略歴
1995 年　北海道医療大学歯学部卒業
　　　　久留米大学医学部歯科口腔外科学講座入局
2003 年　大分県佐伯市にて , つるみ歯科診療所開業

医学博士
久留米大学医学部歯科口腔医療センター非常勤講師
佐伯市医師会立佐伯准看護学院非常勤講師
福岡 SJCD�理事
ACRS�副会長
Dr.BOSS�主宰

教育講演２　セラミック臨床と歯科技工の課題１

DIGITAL DENTISTRYの実際

名取　徹

　歯科界におけるデジタル化の波は非常に顕著で，平成 25 年 4 月には保険診療にさえ CAD/CAMを使用
した補綴物が導入されたことは周知の事実であり，このことからも今後さらなるデジタル化の波が押し寄
せるものと感じている．また数ある歯科治療の中で，もっともこのデジタル化の流れの恩恵を受けている
治療がインプラント治療だと言えるのではないだろうか．ただしメディアによるインプラントバッシング
や，Information technology(IT)の進化により治療を受ける患者側も簡単に情報を手に入れる事が出来るよう
になったことを考えると，われわれ歯科医療人はより一層「安心，安全なインプラント治療」を提供する
事を考えなくてはならない時代になってきていると思われる．
　デジタル・テクノロジーをもちいたインプラント治療がこれを可能にしてくれるが，使い方を間違える
と諸刃の剣であることも事実である．
　今回，私が今考えているインプラント治療におけるデジタルデンティストリーに，文献的考察と若干の
私見を加えながら話をしてみたい．
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森口　光成
M２セラミックオフィス　代表

略歴
1983 年 3 月　�大阪歯科大学歯科技工士専門学校　

卒業
1984 年 3 月　同校　専攻科　卒業
1984 年 4 月　上田歯科医院　勤務
1990 年 3 月　OST歯科研修センター　卒業

1990 年 4 月　（有）片岡セラミック　勤務
1995 年 4 月　�大阪セラミックトレーニングセンター

　インストラクター
1996 年 5 月　M２セラミックオフィス開業
2003 年 2 月　�イボクラ―ルビバデント社 C＆ Bイ

ンストラクター
2014 年　　　�九州医療専門学校歯科技工士科　非

常勤講師

教育講演２　セラミック臨床と歯科技工の課題１

e.maxを使用した臨床と技工

森口　光成

　現在，審美性に対する要求の高まりから主流であった金属焼き付けポーセレンは口腔内からメタルを無
くす考え方で天然歯に近似した色調と光透過性を持つオールセラミックに代わられようとしている．オー
ルセラミックは CAD/CAMによる作製法と加圧形成鋳造法が主流である．特に加圧形成鋳造の e.maxは特
別な技工テクニックを必要としないし，様々な補綴作製法が選択出来るので卒後数年の歯科技工士からベ
テランのセラミストに至るまで多くの人に使用されている．多くの症例に対応出来るように透明度の違う
インゴットが用意されており，さらに新しいインゴットも追加されつつある．今回は e.maxの特長や製作法，
インゴットの選択法などを臨床例を用いて説明したいと思う．
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西　耕作
福岡県開業

略歴
1993 年　福岡歯科大学卒業
1993 年　きたぞの歯科矯正勤務
1997 年　西耕作歯科医院開業　現在に至る

教育講演３　セラミック臨床と歯科技工の課題２

オールセラミックス
臨床を考える

西　耕作

　今日，我が国で盛んに行われるようになった CAD/CAM修復は生体にとってやさしく，審美的であり機
能面においても十分な安定が得られるようになってきた．
従来のメタル修復と違い色調・マテリアル選択の面からも今まで以上にチェアサイドとラボサイドの連携
が重要となる．それ故に我々は CAD/CAM修復やオールセラミックスの特徴を十分に理解し臨床に応用し
なければならない．
　一口腔単位で問題点を捉え，患者固有の咬合力に適したセラミックス選択をしなければ，早期の再介入
を余儀なくされることになる．
　近年，歯科に求める患者の要求は高くなっており，生活の質を向上・維持するためにオールセラミック
ス修復は避けて通れない時代になってきている．
　今回，PFMからオールセラミックスへ変化している現在と，これからの展望を私の臨床例を提示しなが
らディスカッションできればと思う．
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土肥　学
有限会社　デンタルワークス　システム・Ｕ

略歴
1981 年　広島大学歯学部付属歯科技工士学校卒�
1986 年　鶴見大学歯学部歯科技工研修科卒�

1986 年　長崎大学歯学部付属病院中央技工室勤務
1990 年　有限会社デンタルワークスシステムU開設
�2013 年　学位取得（歯学）

教育講演３　セラミック臨床と歯科技工の課題２

CAD－デザイン

土肥　学

　12年前ノーベルバイオケアー社のスキャナー（モデル 50）で酸化アルミニウムのコーピングとチタン製
アバットメントをアウトソーシングしたのが私が CAD/CAM技工を始めたきっかけだった．
　今では多種多様なスキャナーが流通し，ポータブルでありながらも高い加工精度を有した CAMとそれを
スマートに作動させる歯科用 CADソフトの充実は，加速化したオープン化の流れの中インハウスで加工ま
で行うワークフローを一気に確立しつつある．
　CAD/CAMは，それまでの補綴材料の選択肢を広げ，安定した材質の供給と適合精度を可能にした．特に，
ジルコニアの加工精度の向上は審美補綴の勢力図を大きく変えたといえる．今では日常の技工作業のアシ
ストからシュミレーターとしてチェアーサイドとの連携に至るまで，その守備範囲は広がっている．
　CAD/CAMを如何に使いこなすかがユーザーとしての大きな課題であり，小規模ラボの環境で私が日常
行っているワークフローをお話したい．
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川口　孝
川口歯科医院

略歴
1996 年川口歯科医院開設
日本臨床歯科CADCAM学会九州支部長

ISCD��CEREC��International�Trainer
日本口腔インプラント学会専門医
ICOI��Fellowship
日本歯周病学会会員
熊本 SJCD副会長
熊本歯科三水会

教育講演４　直接法における歯科医師と歯科衛生士の役割分担

CEREC修復における
ハイジニストの役割

川口　孝

　1985 年，歯科用 CAD/CAMの先駆けとしてチューリヒ大学のメールマン教授が開発した CERECは，30
年の年月を経過し，CEREC  AC  Omnicam等の登場により，益々デジタル歯科臨床のトップランナーとして
の真価を発揮しつつある．
　しかしながら，従来の CAD / CAMに頼らない歯科臨床を経験してきた世代が，CERECの導入直後から
その本領を発揮し，患者の共感，さらには感動を得られるパフォーマンスを提供するためには，歯科医師
だけの知見の向上ばかりでなく，チームアプローチの要となる歯科衛生士・歯科助手にも CAD / CAM臨床
の基本コンセプトを理解し，実践してもらうことが必要不可欠である．
　今回は CERECによるワンデートリートメントの実際の流れを通じて，各ステップにおける歯科医師と，
歯科衛生士の治療連携についてスムーズに行く方法を解説させて頂く．
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別府　道子
たかはしけいじ歯科医院主任衛生士

略歴
福岡医科歯科技術専門学校　平成５年卒業

教育講演４　直接法における歯科医師と歯科衛生士の役割分担

アシスタントワークと印象，
石膏模型時の注意点

別府　道子

　平成 14 年 4 月より CAD/CAM冠に保險導入が認められ，歯科界に新風が吹きましたことは周知している
ところです．また，2015 IDSにおいても，CAD/CAMの各分野へ進化は目覚しいものがあります．日常の
業務から当医院内での CAD/CAM診療の流れ、注意点など歯科衛生士からの視点からお話をしたいと思い
ます．少しでも参考になれば幸いです．



Vol.5, No.1, 2015

The Journal of the Japan Academy of Digital Dentistry Vol.5 No.1

−　　−167

運天　久美子
藤崎駅ビル歯科　衛生士

略歴
福岡市　かさい歯科医院勤務
福岡市　かじはら歯科勤務
福岡市　藤崎駅ビル歯科勤務

教育講演４　直接法における歯科医師と歯科衛生士の役割分担

直接法における歯科医師と
衛生師の役割分担

運天　久美子

　CAD/CAMシステムの直接法をいかに成功に導くかにおいて重要なポイントはチェアーサイドにおいての
手技を妨げないこと，口腔内スキャニング時に適切な画像が得られること，患者のストレスを軽減すること，
接着を丁寧かつ迅速に行えることなどが挙げられる．
　また，メインテナンスにおいてセラミックマテリアルに負荷をかけないことも留意したい．
これらの事項を当院での取り組みを紹介したい．
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企画講演１

CAD/CAM in dentistry – perspectives
and limits of a not only digital workflow

Frank Rothbrust

　CAD/CAM-technology is the segment in dentistry that obtains highest attention. But compared to its wording CAD/
CAM includes not just digital designing and automated processing but also specially developed materials and dental 
specialists such as technicians and clinicians who have to face a complete new profile of skills. The interfaces between 
the different process steps of the digital workflow create challenges that are not yet optimized with respect to efficiency 
and technological potential. Chances and limits are pointed out by showing examples of current and upcoming 
developments like IPS e.max CAD Abutment Solutions, the Zenotec-system and digital denture. Perspectives are 
shown with respect to the opening and closing of CAD/CAM-system components. In the end the importance of 
quality and patient’s satisfaction is discussed, which is only achievable by well-trained operators applying validated 
workflows for validated materials. Computer can assist, only specialists can realize.

Frank�Rothbrust
Ivoclar�Vivadent�AG

Curriculum�Vitae
03.11.1977　Date�of�Birth,�Andernach/Germany
09/1998� -� 12/2002　Fachhochschule�Koblenz,�
University�of�Applied�Science,
Dipl.-Ing.�(FH)�Ceramic�Science�and�Engineering
04/2002�–�12/2002� Nagaoka� University� of�
Technology,�Diploma�Thesis:� �Characterization�of�
IC-Encapsulant�Silica�Filler�Powders�obtained�by�
Different�Manufacturing�Processes�
3/2003　Ivoclar�Vivadent�AG,�Basic�Research�
Ceramics
from� 2004　Research� Assoc iate , � Product�
Development�All-Ceramics,��Project�Management�
from�10/2011　Senior�Research�Associate,�Product�

Development�All-Ceramics,��Project�Management�
from�01/2013　Expert,�Product�Development�All-
Ceramics,��Project�Management�

Responsibilities:�
IPS� e.max� ZirCAD/Zenostar� –� CAD/CAM-
materials�for�all-ceramic�framework�materials�
IPS�e.max�ZirCAD�Coloring�Liquids�–�Infiltration�
liquids�for�coloring�porous�zirconia�
Programat� S1/Sintramat� –�High� temperature�
sintering� furnace,�firing�technology�and�sintering�
strategies�
Publications�and� lectures� in�the�field�of�dental�or�
bio� ceramics� and� its� applications� (IADR,�DKG/
DGM�AK�Biokeramik,�DGG/DKG)�
Patents,�Material-�and�Process�development
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北道　敏行

兵庫県姫路市開業
日本臨床CADCAM学会関西支部長
広島大学歯学部非常勤講師

企画講演２

光学印象の現在と未来１

北道　敏行

　1985 年にスイス・チューリッヒ大学Werner H. Mörmann教授らのグループが，ドイツ・シーメンス社と
共同で CERECシステムが開発され国内では 1992 年に（株）モリタから発売された．このシステムでは保
存修復学の観点からコンポジットレジン修復の重合収縮や熱膨張の改善を目的としていた．口腔内光学印
象，即日セラミック接着充填システムとして当時としては極めて先進的なものであった．この光学印象シ
ステムは当時国内で厚生労働省の高度先進医療として認められていた．現在国内で販売されている同シス
テムには波長域を 470nm（CEREC3 RED CAMは 820nm）と高エネルギー短波長に改良し，より多くのデー
ターを取得可能にした CEREC BLUECAMと，同程度の制度を維持しながらパウダーフリーでのビデオキャ
プション（実際は秒間 18 コマ連続撮影）による三次元モデルの再現が可能となり，臨床での閾値がより低
くなった CEREC OMNICAMが現在国内において認証され一部保険診療においても適応が可能となってい
る．今後も加速度を上げて進化し続けるコンピュータ技術により，我々の歯科医療分野においても歓迎さ
れることである．
　今回，演者はドイツ連邦共和国　ケルン会場で行われる IDS 2015（第 36 回ケルン国際デンタルショー）
に参加し来たる近未来において同システムの CAD/CAMシステムの機能性の向上，デジタルワークフロー
の効率性，ソフトウェアの進化など最新情報と，来たる近未来についてご報告したい．
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Morten�Ryde�Holm-Hansen
Lab.�&�Clinical�Dental�Technician
Training�&�Application�Specialist
3Shape�TRIOS

略歴
2007 年　Aarhus�University 卒業
Clinical�Dental�Technican
デンマーク，コペンハーゲンで歯科技工士として就
職後，3�Shape に就職．
現在TRIOS 担当アプリケーションスペシャリスト
として勤務．

企画講演３

Change impression taking
with TRIOS

Morten Ryde Holm-Hansen

　3Shape TRIOSは単なるスキャナーではありません．TRIOSは，デジタル印象の作成，シェードメジャー
メント，そして，病変部位の高精細写真撮影を望まれる歯科向けの，多機能デジタルツールです．そして，
高い品質の補綴物の設計と製造を行うデンタルラボへ，総ての症例情報を即座に送信することができます．
世界中で，より多くの歯科医師がデジタル印象取得システムを使用しています．なぜなら，新しい技術が，
より簡単な印象作成，デジタル精度を提供し，歯科医師はもとより，患者の満足度を向上させるためのスキャ
ナーです．
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Young�Chul�Kwon�

Curriculum�Vitae
〔Present�post〕
Japan� India�BDM�/APAC�professional�Services�
Manager,�3M�ESPE
〔Education〕
2012　Adjunct � pro fessor , � Department � o f�
Conservative�Dentistry,
Seoul�National�University�
2012　Seoul�National�Univ,�phD�
2007　Seoul�National�Univ,�MS
2004　Chosun� Univ,� DDS� (Doctor� of� Dental�
Surgery)
〔Career〕
2013 -Present　Japan� Ind ia � BDM� /APAC�
Professional�Services�Manager,�3M�ESPE�
2007-2012　North�Asia� professional� Services�
Manager,�3M�ESPE
2005-2007　Dental�department,�Hongik�Hospital,�
Seoul,�Korea
1991-1997　Various�position�in�3M�Health�Care
〔Membership〕
Accredited�member�of

Korea�Society�of�Conservative�Dentistry
Korea�Society�for�Adhesive�Dentistry
Director� of� organizing�committee,� International�
Affairs�(3rd�International�Adhesive
Dentistry�Congress,�Seoul,�Korea,�April�2011)
〔Publications〕
1.�Kwon�YC,�Ferracane�J,�Lee�IB.�Effect�of�layering�
methods,� composite� type,� and� flowable� liner� on�
the�polymerization�shrinkage�stress�of�light�cured�
composites.�Dental�Materials,�2012�Jul;28(7):801-9.
2.�Kwon�YC,�Lee� IB.�Polymerization� shrinkage�
kinetics� of� silorane-based� composites.� IADR�
General�session,�July�2010.
3.�Lee�IB,�Min�SH,�Seo�DK,�Kim�SY,�Kwon�YC.�A�
new�method�to�measure�the�linear�polymerization�
shrinkage�of�composites�using�a�particle� tracking�
method�with�computer�vision.� J�of�Kor�Acad�of�
Cons�Dent�2010；35：180-187.�
4.�Kwon�YC,�Kim�SY,�Chung�SJ,�Han�YC,�Lee�IB,�
Son�HH,�Um�CM,�Cho�BH.�Shear�bond�strength�
of�dentin�bonding�agents�cured�with�a�plasma�arc�
curing�light.�J�Kor�Acad�of�Cons�Dent
33（3）：213-223,�2008.

企画講演４

Update on True Definition
Intra Oral Scanner

Young Chul Kwon

　The development in computer assisted design/manufacturing technology as well as in dental materials has made both 
clinicians and manufacturers excited and hopeful for the better future of dentistry. 
　Intra Oral Scanners as an important part of CAD/CAM system is gaining excitement among the clinicians and is 
likely to be more widely used even though there is still much room for improvement.
　This presentation will review the current status and technology of Intra Oral scanner with the focus on True 
Definition Intra Oral Scanner and its future. Intra Oral Scanners have great potential as well as limitations. Clinicians 
should be aware of these advantages and limitations to maximize the benefits of intra oral scanners and keep up to 
date with the latest information. The current application and technique of the True Definition Scanner for the current 
digital material will be described and features, advantages and limitations will also be presented. Intra Oral Scanners 
have been existent for a few decades already and still evolving. The prospect and expectation for future will also be 
discussed in the presentation. 
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Kyung-Do�Ryu�
CAD/CAM�Product�Specialist,�Carestream�Dental,�
Carestream�Health�Korea�Ltd.�

Curriculum�Vitae

Researcher,� Dental� CAD/CAM� development�
planning,�R&D,�RaphaBio�
Dental� technician,�CAD/CAM�&�Ceramic�Dept.,�
ZFX�Korea�
Diploma,�Dental�technology,�Gim-Cheon�College�

企画講演５

Advanced Technology of 
Trophy Solutions

Kyung-Do Ryu

　Today, Intra-oral mapping technology is one of the most exciting new areas in dentistry since three-dimensional 
scanning of the mouth is required in a large number of procedures in dentistry such as restorative dentistry and 
orthodontics etc. Nowadays, around ten intra-oral scanning devices for restorative dentistry have been developed all 
over the world. Only some of those devices are currently available on the market; the others are still passing the clinical 
testing stages. All the existing intraoral scanners try to face with some challenges to provide smooth digital workflow, 
and only a few intraoral scanners have been settled to the market.
　The aim of this presentation is to provide proper information to practitioners, so they can select competent intraoral 
scanning device which suits to their everyday workflow.
　Trophy Solutions provides “Simpler operations”，“Efficient procedures” and “Easier workflow” to make user to 
feel the “New Reality” of Dentistry. Trophy Solutions is composed of “Trophy Pan 3D - CBCT Impression”，“Trophy 
3D scanner – Intraoral scanner”，“Trophy Restore – Design software” and “Trophy CAM – Milling machine”．
　Digital Impression
　Silicone impression technique has been used for decades, but it’s giving its position to Digital impression. The 
main reasons are as following. First, it requires a lot experience to get proper and accurate impression. Second, there 
always a possibility to have human error with conventional method. Third, Patients don’t like it. How about in digital 
ways? It does not require a lot experience. It reduces error. And patients like Digital way.
　Trophy 3D Intraoral Scanner
　Trophy 3D Scanner doesn’t require any powder or liquid to be applied before scanning. It has a built-in heater, 
so user doesn’t need to place a scanner on the heater anymore; some scanners still have an external heating system, 
so user need to heat the scanner tip even in the middle of the process. And its scanning tip can be sterilized in the 
autoclave; some scanners cannot be sterilized in the autoclave. 
　Trophy 3D scanner provides “More patient oriented solutions”．It provides light guidance system, which uses 
colored lights to guide practitioners through the image acquisition process, no need to keep watching the monitor. And 
it’s Compact & Light, which is the important element to help practitioners more concentrate on patient’s mouth.
　It features two sized scanning tips, which can be changed in the middle of the acquisition. Using smaller tip, even 3rd 
Molar scanning can be done easily; many of existing scanners have problem scanning 2nd Molar, especially the distal 
surface of the tooth. And it provides Full colored image, which is very important element to capturing the patient’s 
mind.
　Full Open system with High precision. Trophy 3D Scanner has a high accuracy, so that it is possible to directly 
exports scanned image into STL format, Free of charge, No server transmission. – Many of other scanners charge for 
just opening scanned data, even with the limitation; Data should be transmitted to server to be converted to the open 
format. 
　With Trophy Solutions
　Restorative Dentistry Will Never Be The Same Again.
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デニス須藤
大信貿易株式会社

企画講演６

インプラント補綴からマウスピース
矯正まで幅広く対応する口腔内
スキャナー iTero

デニス須藤

Ⅰ．目的
　ラボスキャナーを中心に成長を続けているデジタルデンティストリーは，口腔内スキャナーが加わるこ
とで，理想とする姿にまた一歩近づくことになります．
　印象材を使用せずに口腔内を直接撮影することは，従来の印象材の収縮，石膏模型の膨張等のリスクを
回避し，より精度の高い補綴物が製作できるだけでなく，そのデータを劣化させることなく保存できますが，
それを実現するには高い撮影精度やブリッジの補綴の場合は誤差が限りなく少ない作業用模型が求められ
ます．口腔内スキャナー iTeroは次々とこの問題を改善し，現在の第４世代目の機種ではフルアーチまで対
応が可能となっています．
　私の講演では，インプラント補綴からフルアーチ，マウスピース矯正装置まで対応する口腔内スキャナー
iTeroの海外での状況を中心にご説明いたします．
Ⅱ．方法
　口腔内スキャナー iTeroを用いて撮影を行い，海外ではそのデジタルデータをもとに様々な応用を行って
いることをお示しします．撮影は天然歯，インプラント症例ともに可能で，インプラント症例の場合はスキャ
ンボディと呼ばれるインプラントの挿入方向等を読み込むパーツをインプラントに装着した状態で行いま
す．撮影や補綴物製作時の精度につきましては，フルアーチを使用した適合テストの結果や石膏模型と比
較して収縮誤差が少ないポリウレタン樹脂模型の適用についてご紹介します．
Ⅲ．結果と考察
　口腔内スキャナー iTeroから出力されるデータはオープン stlデータであるため，撮影データをもとに様々
な応用が可能です．海外では，クリニックにオープンの小型切削機を設置し，インレーやクラウン程度で
あれば院内で製作を行い，その他のロングスパンブリッジやインプラント補綴は歯科技工所へデータを送
信するのが一般的です．撮影の精度は高く，ロングパンブリッジに対応した収縮の少ない作業模型も用意
されています．また，マウスピース矯正にも対応しているため，近年注目を集めているソリューションの
ひとつとなっています．
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Frank�Rothbrust
Ivoclar�Vivadent�AG

Curriculum�Vitae
03.11.1977　Date�of�Birth,�Andernach/Germany
09/1998� -� 12/2002　Fachhochschule�Koblenz,�
University�of�Applied�Science,
Dipl.-Ing.�(FH)�Ceramic�Science�and�Engineering
04/2002� –� 12/2002　Nagaoka� University� of�
Technology,�Diploma�Thesis:� �Characterization�of�
IC-Encapsulant�Silica�Filler�Powders�obtained�by�
Different�Manufacturing�Processes�
3/2003　Ivoclar�Vivadent�AG,�Basic�Research�
Ceramics
from� 2004　Research� Assoc iate , � Product�
Development�All-Ceramics,��Project�Management�
from�10/2011　Senior�Research�Associate,�Product�

Development�All-Ceramics,��Project�Management�
from�01/2013　Expert,�Product�Development�All-
Ceramics,��Project�Management�

Responsibilities:�
IPS� e.max� ZirCAD/Zenostar� –� CAD/CAM-
materials�for�all-ceramic�framework�materials�
IPS�e.max�ZirCAD�Coloring�Liquids�–�Infiltration�
liquids�for�coloring�porous�zirconia�
Programat� S1/Sintramat� –�High� temperature�
sintering� furnace,�firing�technology�and�sintering�
strategies�
Publications�and� lectures� in�the�field�of�dental�or�
bio� ceramics� and� its� applications� (IADR,�DKG/
DGM�AK�Biokeramik,�DGG/DKG)�
Patents,�Material-�and�Process�development

ランチョンセミナー１

All-ceramics – all options
that work digital

Frank Rothbrust

　Whereas zirconia have been successfully applied as CAD/CAM-material for more than a decade as mainly 
framework component and Lithium-Disilicate such as IPS e.max CAD as esthetic option for crowns, inlays, onlays and 
small bridges the recent development of both materials show how the two types approach one another with respect to 
indications and properties. Therefore, it is important to figure out those parameters that lead one to the right choice of 
material, labside or chairside. Advantages and limits get compared for both systems concerning the rising demands by 
the dental technicians, the clinicians as well as the patients, i.e. efficiency, reliability and aesthetics. Although clinical 
success was proven for both material types the operator should still be aware of those criteria that make a material 
work, especially when the number of options increases with new developments. All-ceramics offer many options for a 
digital workflow and they do work clinically. 
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六人部　慶彦
大阪市北区開業　歯学博士（大阪大学）　

略歴
1961 年　京都府生まれ
1986 年　朝日大学歯学部卒業
1986 年　大阪大学歯学部歯科補綴学第一講座入局
1990 年　大阪大学歯学部歯科補綴学第一講座医員
1998 年　大阪大学歯学部附属病院助手
2004 年　大阪大学にて（歯学）博士の学位授与
2007 年　大阪市北区にて開業

大阪大学歯学部補綴学分野非常勤講師
長崎大学歯学部補綴学分野非常勤講師
昭和大学歯学部招聘講師
日本歯科審美学会認定医，理事，評議員
日本補綴歯科学会専門医

ランチョンセミナー２

CAD/CAMレストレーションの
ための支台歯形成のポイント

六人部　慶彦

　最近の審美修復材料は，CAD/CAM技術を用いてジルコニアブロックを削り出し，高強度のジルコニア
コーピングを作製するシステムが主流となりつつあり，審美補綴領域発展の一助となっている．ジルコニ
アは，高い曲げ強さと破壊靭性値を有しており，強度的な信頼性が高まることにより，適応範囲も格段に
広がりをみせている．ただ，たとえ高強度を有するマテリアルもその強度は適合性に大きく左右され，さ
らにその適合性は，歯科医師の支台歯形成が大きく影響する．従来のロストワックス法により製作される
システムとは異なり，支台歯の形状をレーザー計測し，そのデータをもとにジルコニアブロックを削り出
すことでコーピングが製作される．したがって，CAD/CAM法に対応した支台歯形成が求められる．また，
高強度レジンの CAD/CAM冠も保健導入され，前歯部のみならず小臼歯部においても，従来とは少し異な
る支台歯形成を施さなければならないことを理解する必要がある．今回は，CAD/CAMレストレーションの
適合精度を高める支台歯形成のポイントを述べたい．
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Kyung-Do�Ryu�
CAD/CAM�Product�Specialist,�Carestream�Dental,�
Carestream�Health�Korea�Ltd.�

Curriculum�Vitae�

Researcher,� Dental� CAD/CAM� development�
planning,�R&D,�RaphaBio�
Dental� technician,�CAD/CAM�&�Ceramic�Dept.,�
ZFX�Korea�
Diploma,�Dental�technology,�Gim-Cheon�College�

ランチョンセミナー３

Advanced Workflow of
Trophy Solutions

Kyung-Do Ryu

　Today, Computer-aided design (CAD) and Computer-aided manufacturing (CAM) have become an increasingly 
popular part of dentistry. The technology, which is used in both the dental laboratory and the dental office, can be 
applied to inlays, onlays, veneers, crowns, implant abutments, and even full-mouth reconstruction. CAD/CAM is also 
being used in orthodontics.
　Dentists and laboratories have a wide variety ways in which they can work with the new technology. For example, 
dentists can take a digital impression and send it to a laboratory for fabrication of the restorations or they can do their 
own computer-aided design and milling in-house. When laboratories receive a digital impression, they can do all of the 
design work directly on the computer based on the images received, or they can create a lab model from the data and 
continue with traditional fabrication, such as precious metal restoration; Gold.
　To make all these possible ways possible, now Trophy Solutions provides unlimited dental solutions to practitioners. 
Basically, Trophy Solutions is composed of “Trophy Pan 3D - CBCT Impression”，“Trophy 3D scanner – Intraoral 
scanner”，“Trophy Restore – Design software” and “Trophy CAM – Milling machine”, and all other 3rd party 
solutions; 3rd party design software, 3rd party Milling and etc. can be applied to make one solution. 
User can simply scan and send the data to laboratories, then laboratories take the following steps to finish fabricating 
restoration. Or they can do their own computer-aided design and milling in-house, with either “Trophy Restore” or “3rd 
party CAD software”．
　Full Open system with High precision. “Trophy 3D Scanner” and “Trophy Pan 3D” have a high accuracy, so that 
it is possible to directly exports scanned image into STL format, Free of charge, No server transmission. – Many of 
other scanners charge for just opening scanned data, even with the limitation; Data should be transmitted to server to be 
converted to the open format. 
　Why is STL so Important? STL has a wide compatibility. STL is not only used in dental CAD/CAM but also an 
Industry-standard format. STL file can be used in any Open architecture dental CAD/CAM system. In simple ways to 
explain, Trophy digital impression is compatible with No. 1~3 Lab CAD software in dental market. 3shape, exocad, 
dental wings and etc. So our users don’t need to find out another laboratory anymore. It is happening, because of the 
irrational reasons; such as their preferred lab is using a system, which does not compatible with their new chair side 
CAD/CAM.
　Trophy digital impression can be reached to “Digital Orthodontics”．Bracket placement jig-indirect bonding, 
Customized braces and transparent aligner are very popular or getting popular these days, and they can be fabricated 
from Trophy data. 
　Trophy digital impression can be reached to “Implant solutions”． Titanium customized abutment, Surgical guide 
and even “one-day implant” for immediate loading case can be easily accessed to practitioners. 
　Fixture-level impression for implant case was challenging in conventional ways. It takes so many steps, there is high 
chance to have error and patient doesn’t like it. However, with Trophy 3D Scanner, all practitioner need to do is just 
simple two-steps. First, scan with scanbody-impresison coping in digital method and second, scan without scanbody for 
emergence profile area scan. It is so simple to have proper and accurate fixture-level impression and patients like it. 
And it is also very simple to have “surgical guide” and “one-day implant solutions”, all practitioner need to do is just 
sending the “Trophy digital impression” and “Trophy CBCT data”．
　With Trophy Solutions
　Restorative Dentistry Will Never Be The Same Again.
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竹市　卓郎
愛知学院大学歯学部冠・橋義歯学講座　講師

略歴
1997 年　愛知学院大学歯学部卒業
2001 年　�同大学院歯学研究科修了　博士（歯学）

取得（歯科補綴学専攻）
2001 年　同大学歯学部歯科補綴学第三講座　助手
2004 年　�同大学歯学部冠・橋義歯学講座　講師（現

在まで）
2010 年　�ペンシルベニア大学歯学部修復学講座　

客員研究員（Visiting�Research�Scholar）
　　　　（2011 年まで）

2012 年　�ペンシルベニア大学歯学部修復学講
座 非 常 勤 准 教 授（Adjunct�Associate�
Professor）（現在まで）

役職
The� International�Academy� for�Digital�Dental�
Medicine�(IADDM)�
�Founding�member
�Active�Member（2015 年〜現在）

ランチョンセミナー４

明日からの臨床に役立つ CAD/CAM
テクノロジーを応用した補綴治療の
キーポイント

竹市　卓郎

　近年，CAD/CAMテクノロジーの発展や材料特性の向上によってメタルフリーによる歯冠修復の普及は
急速に進展しています．なかでもジルコニアレストレーションは，適応の拡大とジルコニアの色調の向上，
前装材およびジルコニアのフレームワークの長期安定性などの臨床上大きな品質向上により，今後もさら
なる審美修復の発展を牽引していくものと思われます．一方，平成 26 年度診療報酬改定により CAD/CAM
テクノロジーが我が国の歯科保険医療に導入されたことは大きな意義をもっています．導入されて１年が
経過して CAD/CAM冠は補綴治療の選択肢として患者に認知され，普及してきました．ジルコニアレスト
レーションおよび CAD/CAM冠に共通していることは，症例の選択，適切な支台歯形成，機械的特性など
材料自体に求められる特性，高い精度と信頼性を有した CAD/CAMシステム，適切な接着のすべての要件
を満たしてこそ，より質の高い治療を提供することが可能であると考えます．
　そこで今回のセミナーでは，ジルコニアレストレーションと CAD/CAM冠を用いた明日からの臨床に
役立つキーポイントを解説します．さらにこの度クラレノリタケデンタルより発売された歯科切削加工用
CAD/CAMレジン材料「カタナ　アベンシア　ブロック」とより質の高い審美修復を達成するために発表さ
れた新規高透光性マルチレイヤージルコニアをみなさまにご紹介して，明日からのみなさまの臨床に役立
つセミナーにしたいと思います．
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第 6回日本デジタル歯科学会　協力企業一覧

株式会社愛歯

株式会社アイキャスト

朝日レントゲン工業株式会社

アライン・テクノロジー・ジャパン株式会社

株式会社アルタデント

医歯薬出版株式会社

Ivoclar Vivadent株式会社

カボデンタルシステムズジャパン株式会社

株式会社ギコウ

クインテッセンス出版株式会社

クラレノリタケデンタル株式会社

株式会社三和デンタル

株式会社ジーシー

株式会社松風

シロナデンタルシステムズ株式会社

ストローマン・ジャパン株式会社

スリーエムヘルスケア株式会社

株式会社スリーディー

大信貿易株式会社

株式会社データ・デザイン

デンツプライ IH株式会社

デンツプライ三金株式会社

東ソー株式会社

株式会社トクヤマデンタル

株式会社ニュートン・グラフィックス九州

ノーベル・バイオケア・ジャパン株式会社

バイオメット３iジャパン株式会社

株式会社白鵬

パナソニックデンタル株式会社

株式会社モリタ

山本貴金属地金株式会社

株式会社 USEN

株式会社ヨシダ

株式会社リック

株式会社ＹＤＭ

（以上五十音順）

　第６回日本デジタル歯科学会の開催に関する費用の一部については，上記企業のご援助を戴きました．
ここに厚く御礼申し上げます．

第 6回日本デジタル歯科学会
大会長　佐藤　博信




